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「青森ねぶた祭」は毎年 8 月 2 日～ 7 日に開催。高さ
５メートルにもなる大型ねぶたの周りをハネト（跳人）
が「ラッセラー、ラッセラー」の掛け声とともに乱舞し、
盛り上げる。昭和 55 年、国の「重要無形民俗文化財」
に指定された。
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現
在
、過
疎
化
に
悩
む
市
町
村
の
中
に
は
、

若
年
層
に
子
育
て
し
や
す
い
色
々
な
特
典
を

付
け
た
り
、
シ
ニ
ア
層
に
ゆ
と
り
あ
る
生
活

ス
タ
イ
ル
の
提
案
を
し
た
り
し
て
こ
ぞ
っ
て

移
住
を
呼
び
掛
け
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、

長
崎
県
は
人
口
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら
ず
、

ま
た
、
半
島
と
離
島
が
多
い
為
、
交
通
の
便

が
悪
く
基
幹
産
業
も
育
ち
に
く
い
状
況
で
限

界
集
落
へ
と
向
か
っ
て
お
り
ま
す
。
特
に
日

本
有
数
の
水
産
県
で
あ
り
な
が
ら
、
漁
師
の

廃
業
が
毎
年
一
割
を
超
す
漁
協
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。

今
か
ら
18
年
前
、
長
崎
水
産
振
興
祭
で
講

演
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。

演
題
は
『
製
品
と
商
品
と
ブ
ラ
ン
ド
』

講
演
終
了
後
、
長
崎
県
水
産
部
よ
り
水
産

加
工
品
で
も
ブ
ラ
ン
ド
に
成
り
得
る
の
か
と

い
う
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
私
は
即
座
に
い

く
つ
か
の
条
件
が
満
た
さ
れ
れ
ば
可
能
性
は

あ
り
、
そ
の
中
で
最
も
重
要
な
こ
と
は
誰
も

が
覚
え
や
す
い
ネ
ー
ミ
ン
グ
を
付
け
る
こ
と

だ
と
答
え
ま
し
た
。
そ
し
て
、
数
日
後
、『
俵

物
』
と
い
う
言
葉
を
耳
に
し
た
の
で
す
。

江
戸
時
代
、
長
崎
は
貿
易
港
と
し
て
繁
栄

し
、
そ
の
輸
送
の
際
に
海
産
物
加
工
品
を
米

俵
に
詰
め
て
運
ん
で
お
り
、
そ
の
加
工
品
は

『
俵
物
』
と
呼
ば
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
本

来
、
俵
は
農
産
物
を
入
れ
る
も
の
。
そ
れ
に

水
産
物
を
入
れ
る
と
い
う
意
外
性
、
歴
史
を

踏
ま
え
た
ス
ト
ー
リ
ー
性
を
加
え
た
時
、
こ

れ
以
上
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
は
な
い
と
確
信
し
ま

し
た
。
当
然
、
水
産
物
が
な
ぜ
『
俵
物
』
な

の
か
疑
問
が
生
じ
る
だ
ろ
う
し
、
そ
こ
で
う

ん
ち
く
を
述
べ
る
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
が
脳

裏
に
浮
か
ん
だ
の
で
す
。

早
速
、行
政
の
方
で
商
標
登
録
、制
定
会
議
、

認
定
委
員
会
、
創
出
協
議
会
を
つ
く
り
、
平

成
15
年
よ
り
販
売
を
ス
タ
ー
ト
し
、
試
行
錯

誤
の
う
え
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。『
俵
物
』

は
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
商
品
で
価
格
決
定
権
を
生

産
者
が
持
ち
、
商
品
の
価
値
と
安
全
性
を
行

政
が
担
保
す
る
、
そ
れ
ま
で
に
例
の
な
い
仕

組
み
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。
離
島
で
は
、

漁
獲
量
、
加
工
技
術
、
物
流
、
労
働
力
も
乏

し
く
、
独
自
の
ブ
ラ
ン
ド
を
立
ち
上
げ
る
の

が
困
難
な
為
、
加
工
業
者
に
と
っ
て
『
俵
物
』

業
者
に
な
る
こ
と
が
ひ
と
つ
の
目
標
に
な
り

ま
し
た
。
各
業
者
が
厳
し
い
認
定
を
受
け
る

為
に
切
磋
琢
磨
し
た
結
果
、
現
在
、『
俵
物
』

の
認
定
商
品
数
は
お
よ
そ
１
０
０
点
、
売
り

上
げ
10
億
近
く
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
価
格

は
通
常
品
よ
り
２
、
３
割
高
く
販
売
さ
れ
て

お
り
ま
す
が
、
好
評
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。

当
初
は
『
俵
物
』
と
い
う
『
ブ
ラ
ン
ド
』

の
価
値
を
理
解
し
て
も
ら
う
の
に
困
難
を
極

め
ま
し
た
が
、
約
10
年
経
ち
、
よ
う
や
く
長

崎
県
で
は
『
平
成
長
崎
俵
物
』
が
定
着
し
つ

つ
あ
り
ま
す
。

最
後
に
私
の
理
想
は
、
離
島
で
の
現
地
加

工
で
す
。
水
産
物
で
十
分
な
生
活
が
確
保
で

き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、若
者
の
定
着
を
促
し
、

離
島
防
衛
に
も
役
に
た
つ
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

地
域
ブ
ラ
ン
ド
と
生
き
残
り
を
か
け
て

地
域
貢
献
企
業
の
会 

会
長

長
崎
県
水
産
部
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

株
式
会
社
み
そ
半 

代
表
取
締
役

松
永 

忠
徳

随
感
随
筆
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社長に
聞く

鹿児島県■鹿児島市

南国殖産株式会社�
代表取締役社長 永山 在紀氏

⃝

「ふるさと企業大賞」に輝いた

躍
進
す
る
「
地
域
総
合
商
社
」

支
え
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
Ｄ
Ｎ
Ａ

　
元
気
な
地
域
に
は
、
そ
れ
を
牽
引
す
る
骨
太
で
た
く

ま
し
い
地
場
企
業
が
重
要
だ
と
よ
く
い
わ
れ
ま
す
。
地

元
の
経
済
を
活
性
化
し
て
雇
用
を
伸
ば
し
、
賑
わ
い
を

も
た
ら
す
原
動
力
に
な
る
か
ら
で
す
。
今
回
ご
紹
介
す

る
鹿
児
島
市
に
本
社
を
置
く
「
地
域
総
合
商
社
」
南
国

殖
産
株
式
会
社
は
、ま
さ
に
地
元
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
企
業
。

昨
年
創
立
70
年
を
迎
え
ま
し
た
が
、
礎
は
江
戸
時
代
に

ま
で
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
創
業
一
族
の
永
山
在
紀
社
長

は
就
任
時
の
売
り
上
げ
を
倍
増
し
て
２
０
０
０
億
円
企

業
に
躍
進
さ
せ
、
鹿
児
島
の
ト
ッ
プ
企
業
に
押
し
上
げ

ま
し
た
。
そ
こ
に
は
進
取
果
敢
に
新
た
な
事
業
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
名
門
一
族
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
流
れ
て
い
る
よ
う

に
感
じ
ま
し
た
。
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鹿
児
島
中
央
駅
前
再
開
発
事
業
に
進
出

　

九
州
新
幹
線
の
全
線
開
通
と
と
も
に
鹿
児
島
の

表
玄
関
に
な
っ
た
Ｊ
Ｒ
鹿
児
島
中
央
駅
に
降
り
立

つ
と
巨
大
な
ビ
ル
が
目
に
入
っ
て
き
ま
す
。
正

面
か
ら
見
る
と
凸
型
に
見
え
る
「
鹿
児
島
中
央

タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
」
で
す
。
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
地
上
14
階
、
地
下
１
階
で
延
べ
床
面
積

２
万
５
４
４
９
平
方
メ
ー
ト
ル
。
地
下
は
飲
食
店

フ
ロ
ア
、1
階
に
は
南
国
交
通
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
、

２
～
６
階
は
鹿
児
島
銀
行
の
支
店
や
航
空
会
社
、

法
律
事
務
所
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
Ｉ
Ｔ
企
業
の
デ
ー

タ
セ
ン
タ
ー
の
オ
フ
ィ
ス
フ
ロ
ア
、
７
～
14
階
は

「
ソ
ラ
リ
ア
西
鉄
ホ
テ
ル
鹿
児
島
」
が
入
っ
て
い

ま
す
。

　

２
０
１
２
年
（
平
成
24
年
）
に
完
成
し
た

こ
の
複
合
ビ
ル
の
総
事
業
費
は
約
70
億
円
で
、

10
億
７
２
０
０
万
円
が
ふ
る
さ
と
融
資
で
し
た
。

隣
に
は
２
０
０
９
年
（
平
成
21
年
）
に
完
成
し
た

南
国
殖
産
の
本
社
が
入
る
南
国
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
が

あ
り
ま
す
。
地
上
９
階
、
地
下
１
階
の
最
新
イ
ン

テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
ビ
ル
で
、
屋
上
に
は
太
陽
光
パ
ネ

ル
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
駅
前
に
そ
び
え
る
こ

の
２
棟
の
ビ
ル
は
、
２
０
１
２
年
に
良
好
な
景
観

形
成
に
寄
与
し
た
と
し
て
鹿
児
島
市
の
景
観
ま
ち

づ
く
り
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
「
豊
か
な
街
づ
く
り
」
を
経
営
理
念
に
挙
げ
る

南
国
殖
産
が
次
世
代
事
業
の
柱
に
据
え
る
都
市
再

開
発
事
業
の
駅
前
再
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
核
と

な
る
ビ
ル
建
設
で
し
た
が
、
永
山
社
長
は
経
済
雑

誌
の
対
談
の
中
で
「
先
進
的
な
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
を

建
て
る
こ
と
で
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
や
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
、
Ｉ
Ｔ
企
業
が
鹿
児
島
に
進
出
し
て
く
る
こJR鹿児島中央駅前の新たなランドマークになった鹿児島中央ターミナルビル

「�人の力こそ南国殖産の競争力。�
発展の成否は人次第」
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社長に
聞く

と
が
分
か
っ
た
」
と
、
手
応
え
を
話
し
て
い
ま
す
。

　

駅
前
再
開
発
事
業
は
さ
ら
に
進
ん
で
い
ま
す
。

７
階
建
て
の
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
が
２
０
１
６
年
に
竣

工
。
２
０
２
０
年
の
完
成
予
定
で
基
本
設
計
段
階

に
入
っ
た
24
階
建
て
の
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
建
設
で
は

地
権
者
の
代
表
と
し
て
特
定
業
務
代
行
業
者
に
選

定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
て
Ｊ
Ｒ
鹿
児
島
中
央
駅

の
駅
前
は
南
国
殖
産
の
リ
ー
ド
で
近
代
的
な
姿
に

大
き
く
変
容
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ビ
ジ
ネ
ス
街
で
は
な
く
移
動
の
結
節
点
と
な
る

駅
前
の
再
開
発
で
は
、
人
が
集
ま
り
活
気
あ
る
賑

わ
い
が
生
ま
れ
る
新
た
な
空
間
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

そ
こ
で
駅
か
ら
５
分
ほ
ど
の
一
等
地
を
使
っ
て
屋

台
村
を
つ
く
り
ま
し
た
。
名
付
け
て
「
か
ご
っ
ま

ふ
る
さ
と
屋
台
村
」。
①
県
産
品
の
情
報
発
信
拠

点
②
中
心
市
街
地
の
活
性
化
③
お
も
て
な
し
の
拠

点
・
観
光
ス
ポ
ッ
ト
④
若
手
起
業
家
の
育
成
を
目

指
し
て
２
０
１
２
年
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
屋

台
と
は
い
っ
て
も
立
派
な
店
舗
で
、
上
下
水
道
や

ト
イ
レ
が
完
備
し
、
食
を
提
供
す
る
た
め
衛
生
面

の
チ
ェ
ッ
ク
も
万
全
で
す
。

　

25
店
舗
で
地
元
食
材
を
生
か
し
た
鹿
児
島
な
ら

で
は
の
料
理
や
焼
酎
を
提
供
し
て
い
ま
す
が
、
１

年
目
か
ら
目
標
を
上
回
る
50
万
人
が
全
国
か
ら
訪

れ
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
も
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。
２
年
目
以
降
も
順
調
で
40
万
人
以
上
が
思
い

思
い
に
食
を
楽
し
み
、
歓
談
の
輪
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
は
地
域
活
性
化
の
成
功
例

と
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

都
市
再
開
発
事
業
で
は
別
の
ビ
ッ
グ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
始
動
し
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
鹿
児
島
中
央
駅

か
ら
１
・
５
キ
ロ
ほ
ど
に
あ
る
鹿
児
島
市
交
通
局

の
跡
地
約
２
万
４
５
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
の
売
却

先
を
巡
る
コ
ン
ペ
で
、
南
国
殖
産
を
代
表
と
す
る

共
同
事
業
体
の
プ
ラ
ン
が
２
０
１
６
年
２
月
に
採

用
さ
れ
た
の
で
す
。
土
地
の
購
入
価
格
だ
け
で

92
億
５
０
０
０
万
円
に
上
る
大
型
案
件
と
な
り
ま

す
。
計
画
で
は
２
０
２
０
年
３
月
完
成
予
定
で
、

７
棟
の
複
合
施
設
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。名
前
は「
キ
・
ラ
・
メ
・
キ　

テ
ラ
ス
」。

こ
こ
に
救
急
と
慢
性
疾
患
に
対
応
す
る
医
療
・
介

護
施
設
の
ほ
か
、
ス
ー
パ
ー
な
ど
を
含
む
商
業
施

設
、外
資
系
ホ
テ
ル
、分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
、ス
ポ
ー

ツ
施
設
、
温
浴
施
設
が
展
開
す
る
予
定
で
、
総
事

業
費
は
５
０
０
億
円
に
上
る
巨
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
す
。

太
陽
光
発
電
は
２
０
２
０
年
に�

30
カ
所
２
０
０
メ
ガ

　

環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
も
次
世
代
ビ
ジ
ネ
ス
に

な
る
戦
略
的
事
業
分
野
と
し
て
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。２
０
１
２
年
に
１
０
０
％
子
会
社
を
設
立
し
、

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
事
業
に
本
格
参
入
。
鹿
児
島
を
中

心
に
九
州
一
円
で
23
カ
所
の
太
陽
光
発
電
所
が
稼

働
し
て
い
ま
す
。
２
０
１
６
年
３
月
に
は
鹿
児
島

で
２
番
目
の
規
模
と
な
る
29
メ
ガ
ワ
ッ
ト
の
太
陽

光
発
電
所
が
竣
工
し
ま
し
た
。
２
０
２
０
年
ま
で

に
総
発
電
規
模
を
30
カ
所
２
０
０
メ
ガ
ワ
ッ
ト
に

ま
で
拡
大
す
る
計
画
で
、
こ
れ
は
九
州
で
最
大
規

模
に
な
る
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
比
重
が
高
ま
る
と
の

見
通
し
か
ら
太
陽
光
発
電
ば
か
り
で
な
く
、
小
水

力
発
電
や
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
、
風
力
発
電
、
地
熱

発
電
も
手
掛
け
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
電
力
自
由
化

を
受
け
て
２
０
１
５
年
に
は
新
電
力
会
社
も
設
立

し
て
い
ま
す
。

ル
ー
ツ
上
野
家
に
息
づ
く
旺
盛
な�

起
業
家
精
神

　

南
国
殖
産
は
１
９
４
５
年
（
昭
和
20
年
）
に
産

声
を
上
げ
ま
し
た
が
、
ル
ー
ツ
は
江
戸
時
代
後
期

に
川
内
（
現
・
薩
摩
川
内
市
）
で
酒
造
業
を
興
し

た
初
代
上
野
喜
左
衞
門
（
天
保
11
年
＝
１
８
４
０

年
没
）
で
す
。
上
野
家
は
代
々
当
主
が
喜
左
衞
門

を
名
乗
っ
て
き
ま
し
た
。
初
代
、
２
代
目
が
商
工

「�企業力を地域力に。�
そのため何があっても当社は�
発展し続ける」
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業
の
基
礎
を
築
き
、３
代
目
が
明
治
期
に
製
糸
業
、

回
船
業
で
財
を
成
し
ま
し
た
。
４
代
目
は
水
力
発

電
所
を
始
め
、
後
の
九
州
電
力
の
母
体
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
起
業
家
精
神
に
あ
ふ
れ
た
上
野
家
一

族
か
ら
は
中
外
製
薬
の
創
業
者
や
積
水
化
学
社
長
、

静
岡
ガ
ス
社
長
等
を
輩
出
し
て
き
て
い
ま
す
。
南

国
殖
産
の
創
業
者
と
な
る
５
代
目
は
エ
ネ
ル
ギ
ー

産
業
と
自
動
車
に
着
目
し
て
事
業
を
始
め
る
一
方
、

貴
族
院
議
員
や
鹿
児
島
商
工
会
議
所
会
頭
と
し
て

活
躍
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
先
見
性
、
洞
察
力
、

調
和
力
を
発
揮
し
て
先
人
の
事
業
を
発
展
さ
せ
、

さ
ら
に
新
た
な
分
野
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
続
け
て
き

ま
し
た
。
と
り
わ
け
鹿
児
島
、
宮
崎
の
ガ
ス
事
業
、

長
崎
、
鹿
児
島
の
バ
ス
交
通
事
業
分
野
の
発
展
に

大
き
く
寄
与
し
た
の
で
す
。

　

終
戦
で
世
の
中
が
虚
脱
感
に
お
お
わ
れ
て
い
る

中
、
５
代
目
は
ゼ
ロ
か
ら
の
「
再
出
発
」
を
決
め

ま
す
。
戦
前
に
つ
く
っ
た
会
社
を
改
変
し
て
「
商

事
会
社
」
に
方
向
を
定
め
、
南
国
殖
産
を
旗
揚
げ

し
ま
す
。「
豚
も
飼
っ
て
い
た
ん
で
す
」
と
い
う

よ
う
に
、
肥
料
、
農
薬
、
漬
け
物
、
石
鹸
、
養
豚
、

ハ
ム
製
造
な
ど
生
活
に
直
結
す
る
あ
ら
ゆ
る
も
の

の
販
売
を
手
掛
け
、
セ
メ
ン
ト
、
石
油
、
生
コ
ン
、

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
、
建
材
・
建
設
機
械
と
商
材

を
拡
大
し
、
時
代
を
先
読
み
し
な
が
ら
ス
ク
ラ
ッ

プ
ア
ン
ド
ビ
ル
ド
を
行
い
、成
長
し
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
で
は
九
州
各
地
で

１
０
２
カ
所
の
直
営
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド（
Ｓ
Ｓ
）

を
展
開
。
こ
れ
は
九
州
で
２
位
で
す
。
情
報
通
信

事
業
で
は
27
店
の
ド
コ
モ
シ
ョ
ッ
プ
を
運
営
す
る

一
方
、
ヤ
マ
ダ
電
機
と
新
会
社
を
設
立
し
て
九
州

全
域
の
ヤ
マ
ダ
電
機
の
店
舗
に
ド
コ
モ
の
ブ
ー
ス

を
開
設
。
こ
の
ほ
か
に
建
築･

土
木
資
材
の
設

計
・
施
工
・
販
売
の
建
設
資
材
事
業
、
生
活
・
産

業
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
設
計
・
施
工
・
販
売
の
機
械

設
備
事
業
が
あ
り
ま
す
。

10
年
で
売
り
上
げ
倍
増
、�

２
千
億
円
企
業
に

　

12
人
で
ス
タ
ー
ト
し
た
南
国
殖
産
の
従
業
員

は
、
２
０
１
５
年
に
は
単
体
で
８
９
９
人
、
パ
ー

ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
を
加
え
れ
ば
約
１
６
０
０
人
に

な
り
ま
す
。
子
会
社
28
社
・
関
連
会
社
16
社
の
計

メガソーラー事業も積極展開し、
2020年には九州最大規模に。
写真は日置養母発電所

交通局跡地に2020年完成予定の複
合施設イメージ。医療･介護施設の
ほか外資系ホテル、商業施設、分譲
マンションなどが入る予定

石油元売り4社と契約し、九州各地
で102カ所の直営ガソリンスタンド
を持つ



8 ● AUG. 2016 vol.125

社長に
聞く

44
社
を
数
え
る
企
業
集
団
に
成
長
。
売
り
上
げ
の

伸
び
も
永
山
社
長
時
代
に
な
っ
て
か
ら
と
り
わ
け

著
し
く
、
単
体
ベ
ー
ス
で
２
０
０
５
年
９
月
期
の

１
１
４
１
億
円
か
ら
２
０
１
４
年
９
月
期
に
は

２
２
１
８
億
円
と
、
２
０
０
０
億
円
台
を
大
き
く

超
え
、
２
０
１
５
年
９
月
期
は
原
油
安
か
ら
単
体

で
は
１
９
７
１
億
円
と
減
収
に
な
り
ま
し
た
が
、

グ
ル
ー
プ
連
結
売
上
高
は
２
１
１
９
億
円
で
連
結

経
常
利
益
48
億
円
、
連
結
純
利
益
は
29
億
円
を
計

上
、
増
益
基
調
を
継
続
し
て
い
ま
す
。
非
上
場
で

す
が
、
鹿
児
島
で
は
２
位
以
下
を
大
き
く
引
き
離

す
ト
ッ
プ
企
業
で
、
九
州
全
体
で
も
ト
ッ
プ
20
に

入
り
ま
す
。

　

牽
引
し
て
き
た
永
山
社
長
が
進
め
て
い
る
の
が

「
全
員
参
加
型
経
営
」
で
す
。「
以
前
は
単
年
度
で

目
標
を
立
て
て
い
ま
し
た
が
、
社
長
に
な
っ
て
か

ら
３
カ
年
の
中
期
計
画
に
切
り
替
え
３
回
つ
く
り

ま
し
た
。
そ
れ
を
発
展
さ
せ
、
昨
年
２
０
２
０
年

ま
で
の
５
カ
年
計
画
を
立
て
ま
し
た
。
こ
こ
で
目

標
を
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
明
確
に
示
し
ま
す
。
そ
れ

を
ミ
ド
ル
に
降
ろ
し
、
ミ
ド
ル
ア
ッ
プ
と
ミ
ド
ル

ダ
ウ
ン
で
現
場
に
降
ろ
し
て
い
き
ま
す
」。
そ
の

結
果
、
同
業
他
社
に
比
べ
現
場
力
が
強
く
な
り
ま

し
た
。「
石
油
元
売
り
が
Ｓ
Ｓ
を
表
彰
す
る
制
度

が
あ
り
、
全
国
で
50
の
Ｓ
Ｓ
が
選
ば
れ
る
の
で
す

が
毎
回
20
ほ
ど
が
南
国
殖
産
な
の
で
す
。
九
州
の

ド
コ
モ
シ
ョ
ッ
プ
の
表
彰
で
も
い
つ
も
私
が
壇
上

に
呼
ば
れ
ま
す
」。

　

目
標
管
理
制
度
を
導
入
し
て
、
従
業
員
一
人
ひ

と
り
の
目
標
を
グ
ル
ー
プ
の
事
業
目
標
に
連
動
さ

せ
、
個
人
の
力
を
最
大
化
し
て
事
業
目
標
を
達
成

す
る
形
を
取
っ
て
い
ま
す
が
、
現
場
力
が
向
上
し

た
お
陰
で
す
べ
て
の
事
業
分
野
で
成
長
を
遂
げ
た

の
で
す
。

全
員
参
加
型
経
営
で
高
ま
っ
た

「
現
場
力
」

　

南
国
殖
産
は
「
社
会
貢
献
」「
人
こ
そ
財
産
」

「
社
会
的
責
任
」
を
経
営
の
基
本
理
念
に
掲
げ
て

い
ま
す
が
、永
山
社
長
は
２
０
０
７
年
に
新
た
に
、

①
法
令
を
厳
格
に
遵
守
し
、
高
い
倫
理
観
に
立
っ

て
自
ら
の
行
動
を
律
し
ま
す
②
一
人
ひ
と
り
が

南
国
グ
ル
ー
プ
を
代
表
し
て
い
る
と
の
自
覚
を

持
ち
、
お
客
さ
ま
の
声
を
真
摯
に
受
け
止
め
、

誠
意
を
持
っ
て
お
応
え
し
ま
す
③
常
に
自
己
を

研
き
、
互
い
に
人
格
個
性
を
尊
重
し
合
い
、
安

全
で
働
き
や
す
い
明
る
い
職
場
を
つ
く
り
ま
す

④
地
域
社
会
貢
献
活
動
に
参
加
す
る
と
と
も
に
、

環
境
保
全
活
動
に
も
自
主
的
、
積
極
的
に
取
り

組
み
ま
す
⑤
社
会
に
信
頼
さ
れ
成
長
し
続
け
る

企
業
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
の
５
項
目
の
南
国

グ
ル
ー
プ
行
動
憲
章
を
策
定
し
ま
し
た
。
毎
朝

の
朝
礼
で
唱
和
し
、
経
営
理
念
の
具
現
化
を
従

業
員
一
人
ひ
と
り
に
浸
透
さ
せ
ま
し
た
。「
人
の

力
こ
そ
南
国
殖
産
の
競
争
力
で
あ
り
、
事
業
発

展
の
成
否
は
人
次
第
。『
企
業
は
人
な
り
』で
す
」。

こ
の
「
人
財
」
の
理
念
が
「
現
場
力
」
の
基
盤

と
な
っ
た
の
で
す
。

　
「
現
場
力
」
と
と
も
に
、
躍
進
の
原
動
力
に
な
っ

て
い
る
の
が
、
受
け
継
が
れ
て
き
た
会
社
の
Ｄ
Ｎ

Ａ
で
あ
る
、
変
化
に
素
早
く
対
応
す
る
「
チ
ャ
レ

ン
ジ
精
神
」
で
す
。
70
年
の
会
社
の
歴
史
の
中
で

育
ま
れ
定
着
し
た
も
の
で
す
が
、
そ
の
源
泉
は
上

野
家
に
脈
々
と
流
れ
る
起
業
家
魂
で
す
。
４
代

目
社
長
に
な
る
永
山
社
長
は
南
国
殖
産
創
業
者

の
甥
で
２
代
目
社
長
の
従
兄
弟
に
あ
た
り
ま
す
。

こ
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
花
開
い
て
、
新
し
い
事
業
に
取

り
組
み
、
全
員
参
加
経
営
を
さ
ら
に
推
し
進
め
、

２
０
０
０
億
円
企
業
に
導
い
た
と
い
え
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

「�

持
続
的
発
展
が�

地
域
の
発
展
に
繋
が
る
」

　

永
山
社
長
は
地
域
の
活
性
化
と
企
業
の
あ
り
方

に
つ
い
て
、「
地
域
の
発
展
な
く
し
て
当
社
の
発

展
は
な
い
」
と
言
い
切
り
ま
す
。
そ
れ
は
「
企
業

力
を
地
域
力
に
と
い
う
こ
と
で
す
。
当
社
が
持
続

的
に
発
展
す
る
こ
と
が
地
域
の
発
展
に
繋
が
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
ど
ん
な
こ
と
が

あ
っ
て
も
発
展
し
続
け
る
と
周
り
に
言
っ
て
い
ま

す
」
と
捕
捉
し
ま
す
。
こ
の
裏
付
け
は
総
合
商
社

機
能
に
あ
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、
太
陽
光
発
電
で

は
発
電
パ
ネ
ル
は
機
械
事
業
本
部
が
納
入
し
ま
す
。

小
水
力
発
電
の
発
電
機
も
既
に
扱
っ
て
い
る
商
材

で
す
。
扱
っ
て
い
る
商
材
は
多
岐
に
渡
り
ま
す
か

ら
売
り
上
げ
は
増
え
て
い
き
ま
す
。「
で
す
か
ら

当
社
は
い
か
な
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
成
長
す
る
の

で
す
」。
め
ざ
ま
し
い
実
績
を
基
に
自
ら
成
長
し

「�既存の事業インフラを活用して�
新規事業生みだし、シナジー効果を図る」
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続
け
る
こ
と
で
鹿
児
島
・
九
州
を
牽
引
し
て
い
く

と
い
う
強
い
自
信
と
責
任
が
感
じ
ら
れ
る
言
葉
で

し
た
。

　

も
ち
ろ
ん
新
た
な
事
業
分
野
に
対
応
す
る
専
門

的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
が
す
べ
て
備
わ
っ
て
は
い
ま
せ

ん
。
永
山
社
長
は
「
そ
の
た
め
に
積
極
的
に
Ｍ
＆

Ａ
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
駅
前
再
開
発
で
は
ビ
ル

管
理
会
社
を
買
収
し
、
子
会
社
化
し
ま
し
た
」
と

言
い
ま
す
。
社
内
で
立
ち
上
げ
る
よ
り
効
率
的
で

ス
ピ
ー
ド
に
勝
る
か
ら
で
す
。

　

ま
た
、
食
品
や
焼
酎
、
海
洋
深
層
水
な
ど
も
新

た
に
開
発
し
、
鹿
児
島
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
全
国

発
信
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

目
指
す
１
０
０
年
永
続
企
業
集
団

　

今
、
２
０
２
０
年
を
ゴ
ー
ル
と
す
る
５
カ
年
中

期
計
画
に
沿
っ
て
、「
成
長
牽
引
」「
安
定
収
益
」「
新

規
事
業
」「
戦
略
的
Ｍ
＆
Ａ
」
を
念
頭
に
、
冒
頭

に
紹
介
し
た
都
市
再
開
発
事
業
と
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
事
業
を
牽
引
役
に
据
え
な
が
ら
、
ア
グ
リ

ビ
ジ
ネ
ス
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
分
野
な

ど
新
し
い
事
業
が
動
き
始
め
て
い
ま
す
。
そ
の
考

え
の
基
本
は
「
既
存
の
事
業
イ
ン
フ
ラ
を
活
用
し

て
新
規
事
業
を
生
み
出
し
、
そ
れ
を
さ
ら
に
既
存

事
業
に
結
び
つ
け
て
シ
ナ
ジ
ー
効
果
を
図
る
」
と

い
う
も
の
で
す
。

　

永
山
社
長
の
視
線
は
さ
ら
に
先
を
見
据
え
て
い

ま
す
。
30
年
後
の
１
０
０
年
永
続
企
業
集
団
の
姿

で
す
。
少
子
高
齢
化
に
よ
る
市
場
縮
小
に
対
応
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
し
、
技
術
革
新
の
方
向
性

も
読
み
間
違
え
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
水
素

が
石
油
に
代
わ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
る
の
か
ど
う

か
も
見
極
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

は
っ
き
り
し
て
い
る
の
は
、
地
域
社
会
と
運
命

共
同
体
で
あ
る
南
国
殖
産
を
永
続
さ
せ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
布
石
を
打
つ

た
め
永
山
社
長
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
終
わ
り
は
あ
り

ま
せ
ん
。

Company Profile

概　要

	 南国殖産株式会社
	 総合商社
	 899人（2015年9月末）
	 〒890-0053
	 鹿児島県鹿児島市中央町18-1
	 電話099-255-2111
	 	福岡支社、霧島支店、鹿屋支店、	

川内支店、宮崎支店、熊本支店、	
長崎支店、東京支店

沿　革

昭和20年 鹿児島県川内市（現 ･薩摩川内市）
に設立

昭和21年 セメント、石油類の販売開始。以後
エネルギー事業を中心に展開

昭和29年 鹿児島市築町に本社移転

昭和41年 鹿児島市武町（現・中央町）の南国
日本生命ビルに本社移転

平成12年 情報通信事業本部を新設

平成19年 都市開発事業部を新設

平成21年 南国センタービル竣工、	
本社移転

平成24年 鹿児島中央ターミナルビル竣工
かごっまふるさと屋台村オープン

平成27年 創立 70周年迎える

会 社 名		
事業内容
従業員数
所 在 地

支社･支店

鹿児島中央ターミナルビルの横にそびえる本社ビル
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高
級
木
材
と
し
て
知
ら
れ
る
「
吉
野
杉
」

の
新
た
な
商
品
化
を
模
索
す
る
奈
良
県
黒

滝
村
と
飛
鳥
時
代
か
ら
木
工
技
術
を
築
き

上
げ
て
き
た
「
飛
騨
の
匠
」
の
技
術
が
コ

ラ
ボ
し
、
ワ
ン
ラ
ン
ク
上
の
高
級
家
具
が

生
ま
れ
ま
し
た
。
杉
材
は
軟
ら
か
く
傷
付

き
や
す
い
た
め
高
級
家
具
に
は
不
向
き
と

さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、「
柾
目
圧
縮
」
技
術

で
硬
く
、
美
し
い
柾
目
模
様
に
な
っ
た
家

具
は
ぬ
く
も
り
と
同
時
に
品
格
を
感
じ
さ

せ
ま
す
。
公
共
施
設
で
の
採
用
も
始
ま
り
、

伐
採
期
を
迎
え
て
い
る
大
量
の
杉
材
の
「
新

し
い
活
用
に
繋
が
る
」
と
多
く
の
関
係
者

が
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

企業等の新技術や地域資源を活用した
新商品開発等に市町村が支援する場合
には、ふるさと財団がその市町村に補
助金を交付して支援します

「
柾
目
圧
縮
」
技
術
を
発
展
、

吉
野
杉
で
高
級
家
具

飛
驒
産
業
株
式
会
社

岐
阜
県
■
高
山
市

⃝

新 技 術
×

地域資源
開発補助事業

地域産業の育成と発展を支援

柾目圧縮技術で完成した高級感あふれる吉野杉の椅子
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「
限
界
集
落
」
の
危
機
に
陥
っ
た
「
森
の
村
」

　

吉
野
杉
と
は
、
日
本
三
大
美
林
の
一
つ
奈
良

県
中
南
部
の
吉
野
川
上
流
に
広
が
る
吉
野
林
業

地
で
育
て
ら
れ
た
杉
を
指
し
、
１
５
０
０
年
代

に
造
林
が
行
わ
れ
た
と
記
録
に
残
っ
て
い
ま

す
。
城
郭
や
神
社
仏
閣
の
建
築
用
材
と
し
て
活

用
さ
れ
て
き
た
吉
野
杉
は
、
一
般
的
な
杉
の
育

て
方
と
大
き
く
異
な
っ
て
い
ま
す
。
１
ヘ
ク

タ
ー
ル
当
た
り
の
植
栽
本
数
は
８
０
０
０
～

１
０
０
０
０
本
と
超
密
植
で
、
枝
打
ち
・
間
伐

を
繰
り
返
し
、
中
に
は
１
０
０
年
を
超
え
る
と

い
う
長
い
時
間
を
掛
け
て
丁
寧
に
丁
寧
に
育
て

ら
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
緻
密
で
節
が
な
く
、
年

輪
は
真
円
に
近
く
、
色
つ
や
が
良
く
、
香
り
も

豊
か
で
す
。
伐
採
後
も
樹
皮
を
傷
つ
け
な
い
よ

う
に
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
山
か
ら
降
ろ
す
な
ど
愛

情
と
手
間
を
か
け
て
い
ま
す
。
こ
う
し
て
生
育

さ
れ
た
美
し
い
吉
野
杉
は
欄
間
な
ど
の
超
高
級

建
築
材
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

代
々
良
質
な
木
材
を
産
出
し
て
き
た
吉
野
林

業
地
は
、
自
治
体
と
し
て
は
3
つ
の
村
に
ま
た

が
り
、
そ
の
１
つ
で
あ
る
黒
滝
村
は
面
積
の

97
％
が
林
野
と
い
う
「
森
の
村
」
で
す
。
林
業

を
主
産
業
と
し
て
き
ま
し
た
が
、
外
国
材
の
増

加
な
ど
で
木
材
価
格
は
低
迷
し
、
生
産
労
働
人

口
の
村
外
流
出
が
続
い
て
、
人
口
は
８
３
４
人

（
平
成
26
年
１
月
）
に
ま
で
減
少
。
こ
の
ま
ま

だ
と
村
は
、「
限
界
集
落
」
ど
こ
ろ
か
「
消
滅
」

し
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
強
い
危
機

感
を
持
つ
ま
で
追
い
詰
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

村
と
村
議
会
、
森
林
組
合
は
真
剣
に
地
元
の

財
産
で
あ
る
吉
野
杉
の
新
た
な
商
品
化
の
道
を

探
し
始
め
ま
し
た
。
そ
し
て
た
ど
り
着
い
た
の

が
飛
騨
産
業
と
の
連
携
で
し
た
。

国
産
杉
活
用
の
先
駆
者
と
コ
ラ
ボ

　

飛
騨
産
業
が
あ
る
岐
阜
県
高
山
市
な
ど
飛

騨
山
脈
西
側
（
飛
騨
国
）
に
は
、
古
く
か
ら
高

度
な
木
材
加
工
や
建
築
技
術
が
育
ち
、
７
世
紀

頃
か
ら
都
の
宮
殿
造
営
な
ど
に
職
人
を
派
遣
し

て
き
た
歴
史
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
「
飛

騨
の
匠
」
と
呼
ば
れ
る
木
工
の
も
の
づ
く
り

文
化
が
根
付
い
て
い
ま
し
た
。
飛
騨
産
業
は

１
９
２
０
年
（
大
正
９
年
）、
こ
の
文
化
を
基
盤

に
西
洋
の
曲
げ
木
技
術
を
取
り
入
れ
た
西
洋
家

具
メ
ー
カ
ー
と
し
て
創
業
。「
家
具
の
材
料
で
あ

る
木
は
生
命
あ
る
も
の
。
木
を
愛
す
る
私
た
ち

は
生
命
と
、そ
れ
を
育
む
環
境
を
大
事
に
し
ま
す
」

と
、
木
に
対
す
る
愛
情
を
大
切
に
飽
き
の
こ
な

い
堅
牢
な
高
級
家
具
で
国
内
ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー

の
位
置
を
築
い
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
飛
騨
の

杉
に
着
目
し
、
２
０
０
３
年
に
「
飛
騨
杉
研
究

開
発
協
同
組
合
」
を
立
ち
上
げ
て
、
強
度
の
弱

点
を
克
服
す
る
た
め
圧
縮
技
術
を
研
究
す
る
な

ど
「
杉
を
活
か
す
技
術･

デ
ザ
イ
ン
」
の
先
駆

者
で
し
た
。

　

黒
滝
村
の
熱
意
に
杉
材
活
用
の
ト
ッ
プ
ラ
ン

ナ
ー
が
応
え
る
形
で
「
吉
野
杉
に
新
た
な
木
材

圧
縮
技
術
を
付
加
し
た
新
商
品
開
発
（
家
具
・

小
物
製
作
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
平
成
26
年
に

動
き
出
し
ま
す
。
黒
滝
村
か
ら
の
申
請
と
い
う

異
例
の
形
で
、
ふ
る
さ
と
財
団
が
新
技
術
開
発

補
助
金
と
し
て
７
５
０
万
円
の
支
援
を
行
い
ま

し
た
。

飛
騨
杉
と
違
い
乾
燥
工
程
で
不
具
合

　

飛
騨
産
業
は
地
元
の
杉
材
で
の
圧
縮
は
経
験

し
て
い
ま
し
た
が
、
吉
野
杉
で
高
級
家
具
を
作

る
の
は
初
め
て
。
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
不
具

合
も
出
て
き
ま
し
た
。「
飛
騨
の
杉
と
同
じ
条

件
設
定
で
は
う
ま
く
乾
燥
で
き
な
い
こ
と
が
分

プロジェクトを担当した 
デザイン室の園田崇子さん（左）と 
取締役 ･ 営業企画室長の森野敦氏
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か
り
ま
し
た
。
乾
燥
が
遅
く
、
含
水
率
が
下
が

ら
な
い
の
で
す
。
そ
の
ま
ま
圧
縮
す
る
と
歪
み

と
か
割
れ
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
乾
燥
時
間
を

い
ろ
い
ろ
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
延
ば
し
て
解
決

し
ま
し
た
」。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
担
当
者
だ
っ

た
デ
ザ
イ
ン
室
の
園
田
崇
子
さ
ん
は
簡
単
で
は

な
か
っ
た
新
技
術
開
発
の
裏
側
を
こ
う
振
り
返

り
ま
す
。
圧
縮
は
、
製
材
し
た
木
材
の
水
分
を

減
ら
す
乾
燥
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
こ
こ
で
適
切

な
含
水
率
に
し
た
後
、
蒸
し
て
軟
ら
か
く
し
、

加
熱
し
な
が
ら
プ
レ
ス
機
で
圧
縮
し
ま
す
。
こ

の
工
程
の
最
初
か
ら
壁
を
乗
り
越
え
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ま
た
圧
縮
し
て
み
る
と
飛
騨
杉
と
吉
野
杉
の

表
情
が
全
然
ち
が
う
こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
。

夏
冬
の
木
目
の
差
が
大
き
い
飛
騨
杉
と
緻
密
な

木
目
の
吉
野
杉
の
違
い
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
樹
齢
１
０
０
年
以
上
の
古

木
で
は
な
く
比
較
的
若
い
杉
を
使
う
こ
と
で
解

決
さ
れ
ま
し
た
。
建
築
材
と
し
て
は
古
木
ほ
ど

価
値
が
高
く
な
る
の
が
普
通
で
す
が
、
家
具
材

で
は
逆
と
い
う
興
味
深
い
結
果
で
し
た
。

新
た
に
「
切
断
し
柾
目
面
を
上
に
接
着
」

　

今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ポ
イ
ン
ト
は
吉

野
杉
を
使
っ
た
「
柾
目
圧
縮
」
技
術
の
実
用

化
で
し
た
。
製
材
を
た
だ
圧
縮
す
る
と
、
表

面
は
板
目
で
す
。
こ
の
木
目
で
も
十
分
美
し

い
の
で
す
が
、
節
な
ど
が
見
え
る
た
め
家
具

と
し
て
は
高
級
感
を
損
ね
て
し
ま
い
ま
す
。

均
等
で
緻
密
な
年
輪
が
美
し
い
吉
野
杉
の
長

所
を
活
か
す
た
め
に
は
年
輪
の
柾
目
を
表
面

に
出
す
技
術
を
確
立
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
こ
れ
を
実
現
し
た
の
が
、
圧
縮

し
た
後
切
断
し
、
柾
目
面
が
上
面
に
な
る
よ

う
回
転
し
て
接
着
す
る
と
い
う
手
の
込
ん
だ

手
法
で
し
た
。「
切
っ
て
回
転
し
て
接
着
す
る
」

と
い
う
工
程
を
加
え
る
こ
と
で
時
間
と
労
力

が
プ
ラ
ス
さ
れ
素
材
づ
く
り
の
費
用
は
高
く

な
り
ま
す
が
、
杉
の
家
具
と
は
思
え
な
い
高

級
感
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

高
い
評
価
が
確
立
さ
れ
て
い
る
伝
統
的
な

デ
ザ
イ
ン
で
製
作
さ
れ
た
柾
目
の
吉
野
杉

テ
ー
ブ
ル
や
椅
子
の
試
作
品
は
、
平
成
27
年

１
月
28
日
か
ら
２
月
24
日
ま
で
東
京
・
銀
座

の
松
屋
銀
座
の
デ
ザ
イ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
お

披
露
目
さ
れ
ま
し
た
。
各
分
野
の
第
一
線
で

活
躍
し
て
い
る
デ
ザ
イ
ナ
ー
で
つ
く
る
日
本

デ
ザ
イ
ン
コ
ミ
ッ
テ
ィ
ー
が
主
催
し
た
、
国

内
の
木
材
資
源
と
し
て
の
杉
の
未
来
に
焦
点

を
当
て
る
展
覧
会
「
日
本
の
杉
の
家
具
展
」

で
す
。
飛
騨
産
業
の
岡
田
贊
三
社
長
も
出
席

し
た
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
に
は
定
員
20
人
の
会
場

に
１
０
０
人
も
の
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

杉
は
、
学
名
を
「
ク
リ
プ
ト
メ
リ
ア
・
ジ
ャ

ポ
ニ
カ
（
隠
さ
れ
た
日
本
の
財
産
の
意
）」
と

い
う
日
本
の
固
有
種
で
、
１
０
０
億
本
あ
る

と
い
わ
れ
ま
す
。
戦
後
大
量
に
植
林
さ
れ
、

伐
採
期
を
迎
え
て
い
る
中
、
建
材
以
外
の
新

杉材（右）を圧縮（中央）、これを切断し柾目面を上にして接着した圧縮柾目材（左）



お
知
ら
せ
　
新
技
術
・
地
域
資
源
開
発
補
助
事
業
は
内
容
を
見
直
し
、
平
成
28
年
度
か
ら
ふ
る
さ
と
も
の
づ
く
り
支
援
事
業
と
な
り
ま
し
た
。
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し
い
活
用
法
へ
の
期
待
の
表
れ
で
し
た
。

　

今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
圧
縮
技
術

の
新
し
い
展
開
と
な
る
「
無
垢
材
三
次
元
形

成
」
技
術
の
開
発
も
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
圧

縮
時
に
プ
レ
ス
機
で
平
面
圧
縮
せ
ず
に
成
形

金
型
を
使
う
こ
と
で
お
盆
な
ど
の
立
体
型
を

１
枚
の
薄
い
杉
板
か
ら
作
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
す
。コ
ス
ト
面
で
の
課
題
は
あ
り
ま
す
が
、

家
具
以
外
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
用
途
に
利
用
す

る
道
が
広
が
る
画
期
的
な
技
術
で
、
異
業
種

と
商
品
化
に
向
け
た
研
究
開
発
が
始
ま
っ
て

い
ま
す
。

黒
滝
村
と
事
業
協
定
、 

本
格
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
へ

　

黒
滝
村
、
同
村
森
林
組
合
と
飛
騨
産
業
は
平

成
28
年
２
月
に
本
格
的
な
家
具
づ
く
り
や
販
路

拡
大
に
向
け
提
携
事
業
協
定
を
結
び
ま
し
た
。

直
後
の
３
月
に
は
吉
野
杉
か
ら
生
ま
れ
た
高
級

家
具
が
奈
良
県
の
公
的
医
療
機
関
に
導
入
さ
れ

ま
し
た
。
い
よ
い
よ
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
動
き
出

し
た
の
で
す
。

　

今
回
の
新
技
術
開
発
を
通
じ
て
、
圧
縮
技
術

は
深
化
し
ま
し
た
。「
当
社
は
世
界
最
大
の
家

具
見
本
市
で
あ
る
イ
タ
リ
ア
の
ミ
ラ
ノ
サ
ロ
ー

ネ
に
４
年
連
続
で
出
展
し
て
い
ま
す
。
針
葉
樹

で
あ
る
杉
の
柾
目
圧
縮
の
素
材
は
海
外
で
も
見

た
こ
と
の
な
い
素
材
な
の
で
注
目
さ
れ
、
認
知

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
」
と
、
取
締

役
・
営
業
企
画
室
長
の
森
野
敦
氏
が
い
う
よ
う

に
国
際
的
な
手
応
え
も
十
分
な
よ
う
で
す
。
飛

騨
産
業
は
国
産
杉
活
用
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ン

パ
ニ
ー
。
90
年
の
高
級
家
具
製
作
で
培
っ
た
技

術
力
と
デ
ザ
イ
ン
力
を
基
に
新
技
術
で
さ
ら
に

高
付
加
価
値
を
生
み
だ
し
、
吉
野
杉
ば
か
り
で

な
く
日
本
の
杉
活
用
に
新
た
な
ペ
ー
ジ
を
切
り

開
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。

飛騨産業株式会社
代 表 者▶岡田贊三
所 在 地▶�〒506-8686�

岐阜県高山市漆垣内町
3180

事業内容▶�家具･インテリア用品の
製造販売等

Company Profile

② ①圧縮による木の細胞変化

圧縮／Before

圧縮／After

圧縮技術の工程。真っ直ぐに伸びた杉の原木

③

製材され乾燥

④

蒸す工程

⑤

プレス機で圧縮され「硬い木」に

伐採された杉材
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1�
地
方
公
共
団
体
と
地
域
金
融
機
関
の�

連
携
に
よ
る
地
域
振
興
へ
の
取
組
等

　

平
成
27
年
度
は
、
地
方
公
共
団
体
と
、
そ
の
エ
リ
ア
を

地
盤
と
す
る
地
域
金
融
機
関
と
が
地
域
振
興
に
向
け
て
ど

の
よ
う
な
連
携
を
行
っ
て
い
る
か
と
い
う
点
に
ス
ポ
ッ
ト

を
当
て
て
、
調
査
研
究
活
動
に
取
り
組
ん
だ
。
以
下
、
秋

田
（
秋
田
県
及
び
秋
田
銀
行
）
と
長
野
（
長
野
県
及
び

八
十
二
銀
行
）
に
お
け
る
取
組
事
例
を
紹
介
す
る
。

公
共
団
体
及
び
地
域
金
融
機
関
に
お
け
る�

取
組
事
例
等

① 

平
成
27
年
度
の
産
業
振
興
施
策
に
つ
い
て

「
秋
田
県
産
業
労
働
部
」

秋
田
県
産
業
労
働
部
で
は
、
県
の
平
成
26
年
度
か
ら
29

年
度
の
計
画「
第
２
期
ふ
る
さ
と
秋
田
元
気
創
造
プ
ラ
ン
」

に
基
づ
き
、
平
成
27
年
度
は
「
企
業
の
経
営
基
盤
の
強
化

と
地
域
産
業
の
振
興
」、「
秋
田
の
成
長
を
牽
引
す
る
企
業

地域産業や経済を取り巻く状況が厳しくなっている中、地域にとっ
て民間事業活動の活性化をテコに産業振興を図ることが重要な課題と
なっており、地域と「運命共同体」の関係にある地域金融機関が、地
方公共団体との連携協力協定の締結や地域振興に関する専門部署の設
置などを通じて、これまで以上に地域の産業振興において重要な役割
を担うケースが増えてきている。

地域総合整備財団〈ふるさと財団〉は、ふるさと融資の活用におけ
る支援等を通じ、地方公共団体、金融機関及び事業者と密接な関係を
有しており、「地方公共団体と金融機関との連携の在り方」等を主な
論点として、地方公共団体及び金融機関の参画を得て平成26年度より
地域産業の育成・支援に関する調査研究に取り組んでいる。

平成26年度は、金融機関において取り組んでいる地域産業振興に向
けた施策や事例等を中心に取り上げた。２年目の平成27年度は、地方
公共団体と、そのエリアを地盤とする地域金融機関が地域振興に向け
てどのような連携を行っているか、という点にスポットを当てて調査
研究を行っており、具体的には秋田県と長野県の２地域において地方
公共団体と地域金融機関が連携・協調している事例等を主に取り上げ
ている。またその他の金融機関における特徴的な取組についても、引
き続き幅広く収集している。

各地域において中核を成す産業や、新規産業等を育成・支援するこ
とにより地方創生を実現していくためには、その担い手である民間事
業者のみならず、支援の主体となる地方公共団体、さらには金融機関
との連携・協調した取組が欠かせないものと考えられる。

本報告書で取り上げた地方公共団体と金融機関との連携・協調によ
る地域産業振興に向けた取組等を、地方公共団体並びに関係機関各位
における今後の地方創生に向けた施策立案、戦略実行および地域金融
機関との連携推進等に活用いただければ幸いである。

平成27年度
地域産業の育成・支援に
関する調査研究事業

報告書
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の
育
成
と
成
長
分
野
へ
の
新
た
な
事
業
展
開
」、「『
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
立
県
秋
田
』
の
創
造
と
環
境
・
リ
サ
イ
ク
ル
産

業
の
拠
点
化
」、「
海
外
取
引
の
拡
大
と
産
業
拠
点
の
形
成
」、

「
秋
田
の
産
業
を
支
え
る
人
材
の
育
成
」
の
５
つ
の
重
点

施
策
を
推
進
し
て
い
る
。

 

ま
ず
、「
企
業
の
経
営
基
盤
の
強
化
と
地
域
産
業
の
振

興
」
に
お
い
て
は
、「
企
業
の
経
営
基
盤
の
強
化
」、「
地

域
産
業
の
育
成
」、「
中
小
企
業
の
事
業
継
承
等
の
支
援
」

の
３
つ
の
方
向
性
を
設
定
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

次
に
、「
秋
田
の
成
長
を
牽
引
す
る
企
業
の
育
成
と
成

長
分
野
へ
の
新
た
な
事
業
展
開
」
で
は
、
中
核
企
業
の
育

成
・
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
及
び
自
動
車
・
航
空

機
分
野
や
医
療
分
野
な
ど
今
後
の
成
長
が
期
待
さ
れ
る
分

野
で
の
新
た
な
事
業
展
開
を
支
援
し
て
い
る
。

続
い
て
「『
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
立
県
秋
田
』
の
創
造
と
環

境
・
リ
サ
イ
ク
ル
産
業
の
拠
点
化
」
で
は
、
県
の
風
況
を

活
か
し
た
風
力
発
電
の
振
興
に
取
り
組
む
ほ
か
、
環
境
・

リ
サ
イ
ク
ル
産
業
で
は
、
鹿
角
市
小
坂
町
で
電
気
機
器
か

ら
有
用
な
金
属
類
を
取
り
出
す
事
業
を
既
に
行
っ
て
お
り
、

秋
田
港
を
通
じ
た
海
外
販
売
も
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

次
に
、「
海
外
取
引
の
拡
大
と
産
業
拠
点
の
形
成
」
に

お
い
て
は
秋
田
港
か
ら
ロ
シ
ア
沿
海
州
、
東
南
ア
ジ
ア
へ

の
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
を
図
る
ほ
か
、
地
域
資
源
を

活
用
し
た
企
業
誘
致
に
お
い
て
、
今
後
の
税
制
優
遇
措
置

を
見
込
ん
で
秋
田
へ
の
本
社
機
能
の
移
転
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

最
後
に
、「
秋
田
の
産
業
を
支
え
る
人
材
の
育
成
」
で

は
、
職
業
訓
練
等
を
通
じ
て
労
働
力
不
足
に
対
応
す
る
ほ

か
、
県
外
就
職
等
の
社
会
減
少
へ
の
抑
止
策
と
し
て
、「
若

年
者
の
県
内
就
職
促
進
」、「
Ａ
タ
ー
ン
就
職
の
促
進
」、「
シ

ニ
ア
人
財
の
招
聘
」
を
行
っ
て
い
る
。

②
地
域
産
業
振
興
に
向
け
た
弊
行
の
取
組 

～ 

地
元
の
「
風
資
源
」
の
活
用
を 

通
じ
た
地
域
へ
の
貢
献
を
目
指
し
て
～  

「
秋
田
銀
行
」

秋
田
銀
行
で
は
、
秋
田
県
内
25
の
市
町
村
の
内
、
約
半

数
か
ら
地
方
創
生
関
連
業
務
の
委
託
を
秋
田
銀
行
の
シ
ン

ク
タ
ン
ク
で
あ
る
（
一
財
）
秋
田
経
済
研
究
所
を
通
じ
て

請
け
負
う
見
込
み
で
あ
る
。

秋
田
銀
行
で
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
、
特
に

風
力
発
電
に
お
い
て
、
秋
田
県
と
連
携
し
な
が
ら
、
施
策

の
早
期
実
現
に
向
け
て
、
銀
行
が
保
有
す
る
経
営
資
源
を

活
用
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

秋
田
銀
行
で
は
こ
れ
ま
で
に
風
力
発
電
分
野
に
お
い
て
、

「
県
内
の
事
業
者
を
事
業
主
体
と
す
る
風
力
発
電
事
業
」

に
対
す
る
風
車
の
納
入
業
者
と
の
共
同
支
援
、
㈱
Ａ
−Ｗ

Ｉ
Ｎ
Ｄ 

Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｒ
Ｇ
Ｙ
へ
の
出
資
参
加
・
事
業
開
発
支

援
、
秋
田
送
電
㈱
へ
の
出
資
参
加
、
着
床
式
の
洋
上
風
力

発
電
へ
の
参
画
等
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
も
引
き
続
き
支

■事業継承の実現に向けた取組内容
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援
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

㈱
Ａ
−Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｄ 

Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｒ
Ｇ
Ｙ
は
、
県
内
事
業
者

の
み
で
設
立
し
た
会
社
で
あ
り
、
秋
田
銀
行
の
ほ
か
県

内
事
業
者
５
社
が
コ
ア
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
。
総
事
業
費

１
５
０
億
、
風
車
台
数
19
基
の
風
力
発
電
所
を
潟
上
市
に

設
置
・
運
営
す
る
事
業
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
単
な
る
売

電
事
業
だ
け
で
な
く
、風
車
の
製
造
や
部
品
工
場
の
誘
致
、

風
車
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど
に
お
い
て
雇
用
を
生
む
こ
と

で
、
風
力
発
電
事
業
に
関
連
す
る
産
業
の
地
元
へ
の
定
着

及
び
新
た
な
雇
用
創
出
を
通
じ
た
地
域
活
性
化
の
実
現
を

目
指
し
て
い
る
。

秋
田
送
電
㈱
は
、
秋
田
港
お
よ
び
能
代
港
に
お
け
る
洋

上
風
力
発
電
事
業
に
向
け
た
送
電
網
の
整
備
を
目
的
に
、

丸
紅
㈱
・
東
北
電
力
㈱
・
秋
田
銀
行
・
北
都
銀
行
の
４
社

で
設
立
さ
れ
、
平
成
33
年
頃
の
事
業
開
始
を
予
定
し
て
い

る
。ま

た
、
秋
田
港
と
能
代
港
に
お
い
て
は
、
着
床
式
洋
上

風
力
発
電
事
業
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
本
事
業
主
体
と
な

る
Ｓ
Ｐ
Ｃ
へ
の
出
資
を
丸
紅
㈱
、
㈱
大
林
組
、
エ
コ
・
パ

ワ
ー
㈱
、
秋
田
銀
行
、
北
都
銀
行
の
５
社
で
行
う
予
定
で

あ
る
。

風
力
発
電
事
業
に
お
い
て
は
、
発
電
事
業
の
み
で
は
雇

用
の
イ
ン
パ
ク
ト
が
弱
く
、
今
後
は
完
成
品
メ
ー
カ
ー
の

誘
致
や
、
地
元
の
行
政
と
事
業
者
が
団
結
し
て
関
連
分
野

へ
進
出
す
る
等
、
真
の
地
域
産
業
振
興
を
目
指
し
、
オ
ー

ル
秋
田
で
雇
用
に
つ
な
が
る
こ
と
を
一
つ
一
つ
手
掛
け
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

③「
人
口
定
着
・
確
か
な
暮
ら
し
実
現
総
合
戦
略
」 

に
つ
い
て 

「
長
野
県
企
画
振
興
部
」

長
野
県
で
は
、
地
方
創
生
に
関
す
る
取
組
と
し
て
、
平

成
27
年
10
月
22
日
付
で
「
長
野
県
人
口
定
着
・
確
か
な
暮

ら
し
実
現
総
合
戦
略
」
を
策
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

長
野
県
の
人
口
は
平
成
12
年
以
降
減
少
傾
向
に
あ
り
、

今
後
の
県
外
転
出
抑
制
に
む
け
て
県
内
の
労
働
環
境
改
善
、

雇
用
確
保
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
背
景
を
踏

ま
え
、
地
方
版
総
合
戦
略
で
は
、「
人
生
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
多
様
な
働
き
方
・
暮
ら
し
方
の
創
造
」、「
若
者

の
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
の
希
望
実
現
」、「
活
力
と
循
環
の
信

州
経
済
の
創
出
」な
ど
の
６
つ
の
基
本
方
針
を
設
定
し
た
。

例
え
ば
、「
人
生
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
多
様
な
働

き
方
・
暮
ら
し
方
の
創
造
」
で
は
、
長
野
県
な
ら
で
は
の

多
様
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
発
信
や
、
都
会
と
長
野
県
両

方
で
仕
事
を
可
能
に
す
る
「
ふ
る
さ
と
テ
レ
ワ
ー
ク
」
の

基
盤
整
備
等
に
取
り
組
む
方
針
で
あ
る
。

ま
た
、こ
れ
ら
の
基
本
方
針
に
関
連
し
た
取
組
と
し
て
、

金
融
機
関
と
連
携
し
、
移
住
者
向
け
住
宅
ロ
ー
ン
の
取
り

扱
い
や
Ｕ
・
Ｉ
・
Ｊ
タ
ー
ン
推
進
事
業
へ
の
協
力
体
制
の

構
築
等
を
行
っ
て
い
る
。

次
に
、
平
成
27
年
度
の
移
住
・
交
流
推
進
施
策
を
紹
介

す
る
。

 

平
成
27
年
度
は
、「
楽
園
信
州
移
住
相
談
セ
ン
タ
ー
」

の
県
内
外
へ
の
設
置
を
は
じ
め
、
三
大
都
市
圏
で
移
住
相

談
に
応
じ
る
体
制
を
構
築
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
地
方
へ
の

移
住
を
促
す
た
め
の
体
験
ツ
ア
ー
を
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
の
連

携
に
よ
り
企
画
・
実
行
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
佐
久
市
や

飯
山
市
、
松
本
市
で
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
移
住
者
の

受
皿
づ
く
り
と
し
て
、地
域
住
民
が
自
ら
計
画
を
策
定
し
、

実
践
す
る
取
組
を
支
援
す
る
「
集
落
〝
再
熱
〟
実
施
モ
デ

ル
地
区
支
援
事
業
」
を
実
施
し
て
い
る
。

■㈱ A-WIND ENERGY の概要■秋田送電㈱の概要



17  ● AUG. 2016 vol.125

④
地
域
産
業
支
援
に
関
す
る
八
十
二
銀
行
の
取
組

～
地
域
活
力
創
造
銀
行
へ
の
変
革
～ 

「
八
十
二
銀
行
」

八
十
二
銀
行
は
、
長
野
県
内
の
市
町
村
と
連
携
し
て
地

方
版
総
合
戦
略
の
策
定
や
施
策
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

平
成
27
年
４
月
か
ら
は
、「
地
域
活
力
創
造
銀
行
へ
の

変
革
」
を
目
指
す
姿
と
し
て
掲
げ
、
３
年
間
の
長
期
経
営

計
画
を
始
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
中
で
「
地
域
産
業

競
争
力
の
強
化
」と
し
て
、次
世
代
・
成
長
産
業
の
起
業
・

創
業
支
援
や
、
長
野
県
の
自
然
や
立
地
環
境
の
Ｐ
Ｒ
等
を

通
じ
た
企
業
誘
致
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、「
ま

ち
づ
く
り
・
ひ
と
づ
く
り
へ
の
貢
献
」
と
し
て
、
長
野
県

の「
ま
ち
な
か
・
お
た
め
し
ラ
ボ
」と
い
う
取
組
に
対
し
て
、

八
十
二
銀
行
か
ら
社
宅
を
提
供
し
将
来
的
な
移
住
定
住
に

向
け
て
支
援
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

「
銀
座
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ
」
に
職
員
を
派
遣
し
、
移
住
や
住

宅
ロ
ー
ン
の
相
談
に
対
応
し
て
い

る
。八

十
二
銀
行
で
は
、
地
方
自
治

体
と
連
携
し
た
地
域
産
業
育
成
支

援
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

長
野
県
栄
村
で
は
雪
解
け
の
天

然
水
の
製
造
・
販
売
に
向
け
て
、

村
と
村
内
事
業
者
と
と
も
に
設
置

し
た
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
の
運
営

支
援
や
事
業
戦
略
等
の
各
種
計
画

の
策
定
支
援
、
事
業
分
析
、
改
善

提
案
等
を
通
じ
て
、
栄
村
の
天
然

水
と
し
て
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
、

観
光
資
源
化
を
目
指
し
て
い
る
。

こ
の
取
組
で
は
工
場
の
新
設
に
よ

る
事
業
化
に
伴
い
、新
規
雇
用
が
生
ま
れ
る
予
定
で
あ
る
。

ま
た
、
木
曽
町
で
は
、「
木
曽
す
ん
き
漬
け
」
と
い
う

漬
物
を
地
域
資
源
と
し
て
取
り
上
げ
、
木
曽
町
の
創
設
し

た
補
助
金
を
活
用
し
て
、
町
と
と
も
に
漬
物
の
製
造
業
者

に
対
し
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ
る
資
金
調
達
の

サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
た
。

最
後
に
、
山
ノ
内
町
で
は
、
観
光
地
、
温
泉
街
と
い
う

地
域
資
源
を
活
か
し
た
面
的
な
再
生
支
援
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
平
成
26
年
に
ま
ち
づ
く
り
会
社
「
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｗ
Ａ

Ｋ
Ｕ
や
ま
の
う
ち
」
を
設
立
し
、
活
性
化
に
向
け
た
取
組

を
支
援
す
る
た
め
に
資
金
面
や
人
材
面
等
で
積
極
的
に
関

与
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
取
組
は
、
規
模
が
小
さ
い
町
や
村
で
の
事
例

で
あ
り
、
人
材
面
で
の
制
約
も
あ
る
が
、
内
発
的
な
地
域

の
魅
力
・
誇
り
を
掘
り
起
こ
し
な
が
ら
地
域
の
雇
用
創
出

■長野県への移住・交流推進事業

平成27年度　地域産業の育成・支援に関する調査研究事業報告書

■ JR 東日本と佐久市の連携スキーム
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や
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。今

後
の
地
方
公
共
団
体
と
地
域
金
融
機
関
の�

連
携
に
よ
る
地
域
振
興
・
地
域
活
性
化
の
推
進

「
地
方
公
共
団
体
と
地
域
金
融
機
関
の
連
携
」
を
テ
ー

マ
に
紹
介
し
た
秋
田
県
産
業
労
働
部
と
秋
田
銀
行
に
よ

る
秋
田
県
で
の
取
組
事
例
及
び
長
野
県
企
画
振
興
部
と

八
十
二
銀
行
に
よ
る
長
野
県
で
の
取
組
事
例
は
、
地
域
振

興
に
取
り
組
む
全
国
の
自
治
体
に
と
っ
て
参
考
に
な
る
部

分
が
多
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
は
「
地
方
版
総
合
戦
略

策
定
を
契
機
と
し
た
交
流
の
継
続
・
深
化
」、「
事
業
創
出

や
地
域
振
興
に
向
け
た
連
携
強
化
」、「
事
業
創
出
・
地
域

振
興
に
向
け
た
新
た
な
資
金
支
援
」
の
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト

で
報
告
内
容
を
整
理
す
る
。

① 

地
方
版
総
合
戦
略
策
定
を
契
機
と
し
た 

交
流
の
継
続
・
深
化

秋
田
県
・
長
野
県
と
も
に
、
県
・
市
町
村
と
地
域
金

融
機
関
が
協
力
し
て
地
方
版
総
合
戦
略
や
地
方
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
の
策
定
を
進
め
て
お
り
、
ま
た
こ
れ
を
契
機
に
、

地
方
公
共
団
体
（
特
に
地
方
版
総
合
戦
略
の
と
り
ま
と

め
部
署
と
な
る
場
合
が
多
い
企
画
部
署
）
と
地
域
金
融

機
関
及
び
系
列
シ
ン
ク
タ
ン
ク
と
の
交
流
や
協
議
の
機

会
が
増
え
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
地
方
公
共
団
体
の

担
当
者
が
地
域
産
業
の
創
出
、
地
域
振
興
に
と
っ
て
地

域
金
融
機
関
と
の
交
流
が
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
こ
と
が
伺
え
る
。　

計
画
作
り
は「
公
共
」、事
業
・
産
業
創
出
の
実
行
は「
民

間
」
と
い
う
こ
れ
ま
で
の
役
割
分
担
に
縛
ら
れ
る
こ
と
な

く
、
地
方
公
共
団
体
が
計
画
づ
く
り
を
行
う
段
階
で
、
地

域
金
融
機
関
と
十
分
に
意
思
疎
通
を
行
い
、
金
融
機
関
の

も
つ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
知
見
・
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
す
る
こ

と
が
、
そ
の
後
の
地
方
創
生
に
向
け
た
施
策
を
円
滑
に
実

行
し
、
ま
た
成
果
を
上
げ
る
う
え
で
大
変
有
効
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
計
画
策
定
後
も
、
地
方
公
共
団
体

と
地
域
金
融
機
関
の
間
で
定
期
的
に
情
報
交
換
や
認
識
共

有
を
図
り
、
得
ら
れ
た
接
点
や
機
会
を
さ
ら
に
継
続
・
深

化
さ
せ
る
仕
組
み
に
つ
い
て
、
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
て

検
討
し
実
行
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

② 

事
業
創
出
や
地
域
振
興
に
向
け
た
連
携
強
化

地
方
版
総
合
戦
略
は
平
成
28
年
度
以
降
、
戦
略
の
実
行

段
階
に
移
行
す
る
。
秋
田
県
と
長
野
県
の
事
例
で
は
、
総

合
戦
略
策
定
前
か
ら
連
携
が
進
ん
で
い
た
こ
と
も
あ
り
、

地
方
創
生
の
流
れ
を
先
行
す
る
形
で
事
業
創
出
や
地
域
振

興
に
向
け
た
具
体
的
な
連
携
事
例
が
み
ら
れ
た
。
多
く
の

地
域
で
、
地
方
版
総
合
戦
略
の
実
行
に
あ
た
り
、
事
業
実

行
面
で
も
地
域
金
融
機
関
と
連
携
し
て
い
く
こ
と
が
効
果

的
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

③ 

事
業
創
出
・
地
域
振
興
に
向
け
た
新
た
な
資
金
支
援

秋
田
銀
行
に
よ
る
県
有
保
安
林
を
活
用
し
た
風
力
発
電

関
連
事
業
の
事
例
で
は
、
事
業
者
に
対
し
「
出
資
」
を
行

う
と
共
に
、
秋
田
銀
行
単
体
で
２
０
０
億
円
も
の
融
資
枠

を
設
定
し
て
お
り
、
県
政
策
と
の
整
合
を
重
視
し
た
積
極

的
な
取
組
が
み
ら
れ
た
。
一
方
、
長
野
県
木
曽
町
の
事
例

で
は
、
八
十
二
銀
行
が
地
域
の
特
産
品
製
造
業
者
に
対
し

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
い
う
新
た
な
資
金
調
達
手

法
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
る
。
地
域
に
お
け
る
事
業
創

出
の
段
階
で
は
、
様
々
な
形
で
資
金
需
要
が
生
じ
る
可
能

性
が
あ
る
が
、
地
域
金
融
機
関
に
よ
る
一
般
的
な
融
資
に

加
え
て
、
多
様
な
資
金
調
達
方
法
に
よ
る
支
援
が
有
効
と

思
わ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
秋
田
県
と
長
野
県
で
の
取
組
事
例
を

通
じ
て
、
地
方
版
総
合
戦
略
策
定
及
び
そ
の
後
の
資
金
調

達
を
含
む
戦
略
実
行
段
階
に
お
け
る
地
方
公
共
団
体
と
地

域
金
融
機
関
と
の
連
携
の
重
要
性
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

■「長野県木曽町」における取組
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ふ
る
さ
と
財
団
は
、
様
々
な
事
業
を
通
し
て
地
域
振
興
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

詳
し
く
は
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
平
成
27
年
度　

地
域
産
業
の
育
成
・
支
援
に
関
す
る
調
査
研
究
事
業　

報
告
書
」
お
よ
び
同
概
要
版
な
ど
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

（U
RL

：http://w
w

w.furusato-zaidan.or.jp/

）

2�
金
融
機
関
に
よ
る
地
域
産
業
の�

育
成
・
支
援
に
向
け
た
取
組

　
調
査
研
究
会
に
お
い
て
会
員
金
融
機
関
か
ら
報
告
さ
れ

た
地
域
産
業
の
育
成
に
向
け
た
取
組
事
例
等
を
紹
介
す

る
。

産
学
連
携
に
よ
る
事
業
支
援 

「
野
村
證
券
」

野
村
證
券
で
は
、地
域
に
お
け
る
産
業
創
出
に
向
け
て
、

大
学
や
研
究
機
関
の
知
財
を
活
用
し
た
産
学
連
携
・
事
業

化
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

大
学
・
研
究
機
関
発
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
創
出
を
ハ
ン
ズ
オ

ン
で
支
援
す
る
「
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｔ
事
業
（
大
学
発
新
産
業
創

出
プ
ロ
グ
ラ
ム
）」
は
、
科
学
技
術
振
興
機
構
（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
）

が
提
供
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
が
、
野
村
證
券
は
事
業

プ
ロ
モ
ー
タ
ー
と
し
て
、
全
国
の
大
学
・
研
究
機
関
の
研

究
者
と
共
に
事
業
化
に
向
け
て
事
業
モ
デ
ル
の
検
討
か
ら

各
種
調
査
、
知
財
・
研
究
開
発
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
っ
て

い
る
。
現
在
は
鳥
取
大
学
を
は
じ
め
５
つ
の
大
学
・
研
究

機
関
の
研
究
者
に
よ
る
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
ナ
ノ
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
・
材
料
、
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
、
情
報
通
信
分

野
な
ど
幅
広
い
分
野
に
お
け
る
知
財
を
ベ
ー
ス
と
し
た
事

業
化
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

ま
た
、
野
村
證
券
が
こ
れ
ま
で
に
構
築
し
た
全
国
の
大

学
・
研
究
機
関
（
約
２
０
０
機
関
）
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
、

「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
」
と
い
う
大
学
と
民
間

企
業
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
う
イ
ベ
ン
ト
の
支
援
に
よ
り
構

築
し
た
１
０
０
０
社
ほ
ど
の
民
間
企
業
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
活
用
し
て
、
企
業
ニ
ー
ズ
と
大
学
や
研
究
機
関
等
の

知
財
と
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
る
「
野
村
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
（
Ｎ
Ｉ
Ｍ
）」
と
い
う
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
を
運
営
し
て
い
る
。
各
企
業
の
ニ
ー
ズ
を
集
約
し
、
こ

れ
を
解
決
す
る
技
術
シ
ー
ズ
を
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
募

集
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
具
体
的
な

マ
ッ
チ
ン
グ
が
生
ま
れ
て
い
る
。

今
後
は
、
地
域
金
融
機
関
と
連
携
し
、
金
融
機
関
に
集

約
さ
れ
た
地
域
企
業
の
技
術
ニ
ー
ズ
を
、
Ｎ
Ｉ
Ｍ
を
介
し

て
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
仕
組
み
を
考
え
て
い
る
。
さ
ら
に
、

大
学
・
研
究
機
関
だ
け
で
な
く
、
地
域
企
業
の
持
つ
特
殊

技
術
を
、
Ｎ
Ｉ
Ｍ
を
介
し
て
全
国
の
企
業
が
活
用
で
き
る

技
術
・
知
財
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
目
指
し
て
い
る
。

平成27年度　地域産業の育成・支援に関する調査研究事業報告書

■野村イノベーション・マーケット（NIM）のイメージ
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会
社
誕
生

島
根
イ
ー
グ
ル
株
式
会
社
は
、
島
根
県
の
東
部
、
中
山

間
地
域
に
位
置
し
、
当
時
の
人
口
約
４
３
０
０
人
の
町

に
、
島
根
県
と
掛
合
町
の
誘
致
企
業
と
し
て
、
１
９
９
０

年
11
月
8
日
、
現
地
法
人
と
し
て
会
社
を
設
立
し
ま
し

た
。
東
証
1
部
上
場
で
あ
る
イ
ー
グ
ル
工
業
㈱
（
資
本
金

１
０
４
億
9
０
０
０
万
円
、本
社　

東
京
都
港
区
芝
大
門
）

が
１
０
０
％
出
資
し
、
島
根
県
内
の
い
く
つ
か
の
候
補
の

中
か
ら
、
こ
の
地
に
建
設
し
ま
し
た
。

決
め
手
は
、
緑
豊
か
な
自
然
と
宍
道
湖
に
注
ぐ
清
流
三

刀
屋
川
が
工
場
周
囲
を
流
れ
、
約
1
万
坪
の
土
地
が
確
保

出
来
た
こ
と
。
ま
た
、
工
場
建
設
費
等
に
対
す
る
企
業
立

地
助
成
金
な
ど
の
優
遇
制
度
が
充
実
し
て
い
た
こ
と
に
あ

り
ま
す
。

そ
し
て
何
よ
り
「
企
業
は
人
な
り
」
と
い
う
「
人
」
に

恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
し
た
。
創
業
当
時
21
名
で
あ
っ
た

地
元
従
業
員
は
イ
ー
グ
ル
工
業
㈱
か
ら
の
生
産
品
目
移
管

を
経
て
現
在
３
７
４
名
（
２
０
１
６
年
5
月
1
日
現
在
）

と
な
り
、
国
内
は
も
と
よ
り
海
外
顧
客
様
に
信
頼
性
の
高

い
製
品
を
生
み
出
す
立
役
者
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
設
立
時
に
「
ふ
る
さ
と
融
資
」
の
力
強
い
支
援
を

受
け
、
２
０
１
１
年
に
は
「
ふ
る
さ
と
企
業
大
賞
」（
総

務
大
臣
賞
）
を
受
賞
、
島
根
県
で
の
受
賞
は
7
年
ぶ
り
で

雲
南
市
で
は
初
受
賞
で
し
た
。
地
域
経
済
、
雇
用
及
び
地

域
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
こ
と
が

認
め
ら
れ
、
弊
社
の
歴
史
に
深
く
し
っ
か
り
と
刻
み
ま
し

た
。現

在
、
資
本
金
4
億
９
０
０
０
万
円
、
従
業
員
の
平
均

年
齢
35
歳
、
人
と
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切

に
し
、
生
き
生
き
と
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
発
信
で
き
る
企

業
で
あ
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
山
陰
の
未

来
を
応
援
し
ま
す
。

製
品
紹
介

弊
社
は
自
動
車
用
の
部
品
を
製
造
し
て
い
ま
す
。

コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
用
リ
ッ
プ
シ
ー
ル
、
制
御
弁
及
び
Ａ

Ｔ
用
ソ
レ
ノ
イ
ド
バ
ル
ブ
の
3
種
類
を
年
間
６
０
０
０
万

個
程
度
生
産
し
て
お
り
、
イ
ー
グ
ル
工
業
㈱
を
通
じ
て
国

内
外
の
お
客
様
へ
販
売
し
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
も
当
社
オ
リ
ジ
ナ
ル
設
計
に
よ
る
製
品
で
、
ま

た
、自
社
設
計
に
よ
る
自
動
化
ラ
イ
ン
で
生
産
し
て
お
り
、

他
社
に
追
随
を
許
さ
な
い
技
術
力
と
品
質
は
高
い
評
価
を

受
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
２
０
０
４
年
1
月
に
「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
」、 

２
０
０
５
年
10
月
に
「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
／
Ｔ
Ｓ

１
６
９
４
９
」
の
国
際
認
証
規
格
を
取
得
し
高
い
信
頼
を

得
て
い
ま
す
。

製
品
精
度
の
精
密
さ
か
ら
、
工
場
内
は
、
冷
暖
房
は
も

と
よ
り
空
気
中
の
数
ミ
ク
ロ
ン
の
ゴ
ミ
も
混
入
さ
せ
な
い

環
境
の
中
で
生
産
し
て
い
る
品
目
も
あ
り
ま
す
。

一
方
で
は
、
独
自
の
「
売
れ
た
も
の
だ
け
を
作
る
生
産

シ
ス
テ
ム
」
を
導
入
し
、
ま
た
Ｋ
Ａ
Ｉ
Ｚ
Ｅ
Ｎ
活
動
に
よ

る
活
気
あ
る
職
場
作
り
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
、
自
ら
「
常
に

考
え
る
（
想
い
）」（
社
長
方
針
）
の
も
と
明
る
く
元
気
の

良
い
会
社
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

地
域
貢
献

「
働
く
人
の
幸
福
増
進
と
地
域
へ
の
貢
献
」　

こ
れ
が
島

根
イ
ー
グ
ル
㈱
の
社
是
で
す
。

島根イーグル株式会社
代表者名：代表取締役社長　高瀬　一明
資 本 金：4億 9000万円
従業員数：374名（2016年 5月 1日現在）
住　　所：�〒 690-2706�

島根県雲南市掛合町多根212-3
TEL：0854-62-1581・1582
FAX：0854-62-1584

地域貢献企業の会 会員企業紹介
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こ
れ
は
、
イ
ー
グ
ル
工
業
㈱
の
基
本
理
念
の
一
つ
で
あ

る
「
愛
情
と
信
頼
に
基
づ
く
人
間
尊
重
経
営
」
に
基
づ
く

も
の
で
、
働
く
従
業
員
の
待
遇
面
や
福
利
厚
生
面
を
維

持
・
向
上
し
生
き
が
い
の
あ
る
会
社
を
目
指
す
こ
と
と
、

会
社
周
辺
地
域
と
の
繋
が
り
を
重
要
視
し
共
存
共
栄
を
図

る
考
え
で
す
。

会
社
が
所
在
す
る
多
根
地
区
は
、
世
帯
数
１
６
６
戸
、

人
口
５
０
４
人
、
高
齢
化
率
約
40
％
と
い
う
少
子
高
齢
化

が
進
ん
で
い
る
地
域
で
す
が
、
地
区
民
が
一
体
と
な
っ
て

地
域
自
主
組
織
「
多
根
の
郷
」
を
組
織
し
、
地
域
づ
く
り
、

防
災
、
福
祉
、
学
習
や
子
育
て
支
援
等
自
主
的
に
運
営
さ

れ
年
間
を
通
じ
活
発
な
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

弊
社
は
、
こ
の
組
織
を
通
じ
て
定
期
的
な
情
報
交
換
会

や
美
化
活
動
等
行
事
へ
の
参
加
を
行
い
交
流
を
深
め
て
い

ま
す
が
、
特
に
防
災
に
関
し
て
は
積
極
的
な
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

多
根
地
区
は
山
間
に
あ
る
た
め
「
土
砂
災
害
警
戒
区
域

（
急
傾
斜
）」
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
２
０
１
４
年
２
月
、

弊
社
と
雲
南
市
と
で
「
災
害
に
お
け
る
施
設
使
用
に
関
す

る
協
定
書
」（
緊
急
避
難
場
所
の
提
供
）
を
締
結
し
た
こ

と
と
相
ま
っ
て
、
有
事
の
際
に
お
け
る
従
業
員
と
地
区
民

も
含
め
た
数
の
緊
急
避
難
物
資
（
４
１
０
名
、
３
日
分
）

を
購
入
し
、
地
区
民
を
招
い
て
物
資
の
紹
介
や
取
扱
い
等

説
明
会
を
実
施
、
昨
年
７
月
に
は
多
根
の
郷
主
催
に
よ
る

避
難
訓
練
に
参
加
、避
難
場
所（
社
屋
）を
提
供
し
ま
し
た
。

ま
た
、
避
難
経
路
を
更
に
安
全
・
安
心
に
す
る
た
め
弊

社
と
地
区
民
１
４
６
戸
と
道
路
改
善
に
対
す
る
要
望
書
を

提
出
す
る
な
ど
、
地
域
と
一
体
に
な
っ
た
活
動
を
進
め
地

域
に
根
ざ
し
た
企
業
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

一
方
で
は
、
島
根
県
人
口
も
年
々
減
少
傾
向
に
あ
り
、

町
外
・
市
外
へ
或
は
県
外
へ
の
人
口
流
出
も
懸
念
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
弊
社
と
し
て
は
、
創
業
以
来
、
業
容
の
拡
大

に
合
わ
せ
毎
年
地
元
出
身
の
高
校
生
を
積
極
的
に
採
用
し
、

近
年
で
は
７
名
～
10
名
、
来
年
度
も
10
名
の
採
用
を
計
画

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
安
定
し
た
経
営
環
境
を
構
築
す
る

た
め
非
正
規
社
員
か
ら
正
規
社
員
へ
の
登
用（
５
～
７
名
、

勿
論
、
地
元
出
身
者
で
す
）
を
行
い
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら

も
業
容
に
合
わ
せ
、
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
「
地
元
へ
の

貢
献
」
の
一
つ
と
し
て
「
雇
用
の
確
保
」
に
努
め
た
い
と

思
い
ま
す
。

更
に
、
昨
年
は
、
地
元
の
小
中
高
、
一
般
の
方
と
一
緒

に
、
近
隣
地
域
の
清
掃
活
動
を
し
ま
し
た
。
こ
う
い
う
地

道
な
活
動
も
継
続
し
て
や
っ
て
い
き
ま
す
。

最
後
に

１
９
９
０
年
設
立
後
、
工
場
棟
・
付
属
棟
を
増
設
し
つ

つ
業
容
を
拡
大
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
は
、
ふ
る
さ
と

融
資
や
島
根
県
企
業
立
地
助
成
金
な
ど
の
支
援
を
受
け
た

こ
と
も
大
き
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
で
あ
り
、
ま
た
、
地
元
の

ご
協
力
の
賜
物
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
定
住
対
策
の
〝
受
け
皿
〟
の
役
割

を
果
た
し
、
地
域
と
も
連
絡
を
取
り
合
っ
て
若
者
が
安
心

し
て
働
け
る
職
場
づ
く
り
・
会
社
づ
く
り
を
心
掛
け
、
社

是
「
働
く
人
の
幸
福
増
進
と
地
域
へ
の
貢
献
」
の
通
り
、

地
域
と
一
体
に
な
っ
て
発
展
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

近隣住民を招いた
緊急避難所・
防災機器備品等見学会

避難訓練の様子

一般の方と近隣地域の
清掃活動
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東
温
市
は
愛
媛
県
の
中
核
都
市
で
あ
る
松
山
市
に
隣
接

し
、
米
や
麦
を
中
心
と
し
た
農
林
業
が
主
な
産
業
で
、
伊

予
鉄
横
河
原
線
で
松
山
市
中
心
部
ま
で
約
30
分
、
さ
ら
に

松
山
自
動
車
道
も
あ
り
ア
ク
セ
ス
が
よ
い
こ
と
か
ら
、
松

山
市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
愛
媛
大
学
医
学
部
附
属
病
院
を
中
心
と
し
た
各

種
医
療
機
関
の
充
実
な
ど
か
ら
「
住
み
や
す
さ
」
の
資
源

は
豊
富
で
す
。
特
産
物
と
し
て
は
「
き
く
」、「
い
ち
ご
」、

「
は
だ
か
麦
」、「
も
ち
麦
」、「
し
き
み
」、「
テ
ッ
ポ
ウ
ユ
リ
」

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
地
域
活
性
化
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
は
、

東
温
市
の
豊
か
な
水
、
土
か
ら
育
ま
れ
た
米
で
造
る
「
ど

ぶ
ろ
く
」
の
構
造
改
革
特
区
と
し
て
平
成
20
年
に
認
定
を

受
け
、
市
内
の
３
蔵
が
ど
ぶ
ろ
く
づ
く
り
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。

市
の
面
積
の
約
24
％
を
占
め
る
平
野
部
は
そ
の
好
立
地

条
件
を
活
か
し
て
発
展
し
て
き
た
一
方
、
約
76
％
の
面
積

を
占
め
る
山
間
部
の
振
興
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

市
で
は
「
東
温
市
版
総
合
戦
略
」
を
策
定
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
、
外
部
目
線
で
地
域
資
源
の
本
質
的
な
課
題
の
抽

出
、
提
言
等
を
受
け
た
い
と
の
こ
と
か
ら
本
事
業
の
実
施

と
な
り
ま
し
た
。

地
域
再
生
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
か
ら
の
提
言

『
Ｔ
Ｏ
Ｏ
Ｎ
の
「
今
」
を
見
つ
め
、「
未
来
」
に
つ
な
ぐ
』

を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
し
て
提
言
し
て
頂
き
ま
し
た
。

ま
ず
谷
本
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
よ
り
「
東
温
市
は
何
を
目
指

す
の
か
」
と
の
こ
と
で
、
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
化
し
た
平
野
部

と
山
間
部
を
対
比
さ
せ
、「
ど
こ
か
ら
が
東
温
市
？
」
と

の
問
題
を
提
起
し
ま
し
た
。
生
活
の
ベ
ー
ス
と
な
る
さ
ま

ざ
ま
な
「
も
の
」
は
あ
る
が
、
そ
れ
を
つ
な
げ
て
い
く
〝
物

語
〟
が
な
い
こ
と
が
人
口
の
定
着
に
つ
な
が
っ
て
い
か
な

い
主
要
因
で
あ
る
と
指
摘
し
、
具
体
的
な
〝
物
語
〟
に
つ

い
て
次
の
と
お
り
提
言
が
あ
り
ま
し
た
。

1
「
麦
か
ら
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
づ
く
り
」で 

街
の
魅
力
を
向
上
さ
せ
る

麦
作
を
ベ
ー
ス
に
、
マ
イ
ク
ロ
ブ
ル
ワ
リ
ー
、
ク
ラ
フ

東
温
市
の
現
状

　
ふ
る
さ
と
財
団
は
総
務
省
と
連
携
し
、「
新
・
地
域
再
生
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
事
業
」
を
通
じ
て
、
市
町
村
が
抱
え
る
課
題

解
決
に
向
け
た
豊
富
な
経
験
や
知
識
を
持
つ
外
部
人
材
の
派
遣
に
つ
い
て
様
々
な
形
で
支
援
し
て
い
ま
す
。
本
事
業
は
、

外
部
人
材
派
遣
に
要
す
る
経
費
を
市
町
村
に
補
助
す
る
「
外
部
人
材
活
用
助
成
（
上
限
７
０
０
万
円
）」
と
、
当
財
団
か

ら
直
接
、
地
域
再
生
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
派
遣
し
、
必
要
な
助
言
等
を
行
う
「
外
部
人
材
派
遣
」
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
今

回
は
、「
外
部
人
材
派
遣
」
の
事
例
と
し
て
３
日
間
現
地
を
訪
れ
、
視
察
や
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
た
上
で
地
域
の
本
質

的
な
課
題
を
抽
出
し
、
そ
の
課
題
解
決
の
た
め
の
地
域
づ
く
り
の
方
向
性
に
つ
い
て
提
言
を
行
っ
た
愛
媛
県
東
温
市
の

ケ
ー
ス
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

報告会にて熱心に聞き入る東温市の皆様

 外部人材

丹羽健司氏
（地域再生マネージャー　特定非営利活動法人  
地域再生機構木の駅アドバイザー）

谷本　亙氏
（地域再生マネージャー　まち＆むら研究所代表）

新
・
地
域
再
生
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
事
業
愛
媛
県
■
東
温
市
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ト
ビ
ー
ル
へ
と
展
開
さ
せ
る
発
想
。

ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
が
飲
め
る
パ
ブ
が
あ
る
と
い
う
こ
と

は
魅
力
付
け
に
も
つ
な
が
る
。

2  
次
の
担
い
手
づ
く
り
に 

―
東
温
高
校
「
農
業
関
連
学
科
」
の
復
活
―

今
、
農
業
関
連
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
高
校
生
レ
ス
ト

ラ
ン
な
ど
も
出
て
き
て
お
り
、
大
学
農
学
部
な
ど
と
の
連

携
な
ど
で
魅
力
付
け
は
可
能
。

3 

実
は
地
元
図
書
館
の
充
実
か
ら

知
的
関
心
の
高
い
人
が
住
み
た
く
な
る
魅
力
付
け
と
し

て
図
書
館
の
充
実
は
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
。

東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
の
あ
る
浦
安
市
に
居
住
し

た
人
へ
の
調
査
で
は
、
選
択
理
由
と
し
て
、「
図
書
館
」

を
挙
げ
て
い
る
人
が
多
か
っ
た
。

4 

レ
ス
パ
ス
シ
テ
ィ
と
「
坊
ち
ゃ
ん
劇
場
」

当
初
は
商
業
施
設
レ
ス
パ
ス
シ
テ
ィ
の
付
属
と
し
て
の

「
坊
ち
ゃ
ん
劇
場
」
と
な
っ
て
い
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
「
坊

ち
ゃ
ん
劇
場
」
を
核
に
周
辺
を
考
え
て
、
集
客
装
置
と
し

て
見
直
す
べ
き
。

5 

医
学
部
と
病
院
と
地
域
が
結
び
つ
く

医
学
部
に
関
係
し
た
学
会
、
会
議
は
様
々
な
レ
ベ
ル
、

分
野
で
行
わ
れ
る
た
め
、
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
な
ど
の
需
要
は
想
定

以
上
に
あ
る
は
ず
。
ま
た
生
薬
・
薬
草
栽
培
へ
の
展
開
な

ど
農
業
と
の
連
携
可
能
性
な
ど
は
十
分
に
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

が
あ
る
。

引
き
続
き
、
丹
羽
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
よ
り
「
東
温
市
の
山

に
つ
い
て
、
知
る
・
聞
く
・
つ
な
ぐ
」
と
の
こ
と
で
次
の

通
り
提
言
さ
れ
ま
し
た
。

「
知
る
」
…
一
見
き
れ
い
に
見
え
る
東
温
市
の
山
間
部
が

実
は
か
な
り
危
な
い
状
態
に
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
。

そ
の
状
態
を
把
握
す
る
た
め
に
は
「
知
り
た
く
な
い
こ
と
」

で
あ
る
「
不
都
合
な
事
実
」
に
行
政
は
し
っ
か
り
向
き
合

う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
、
２
０
０
０
年
９
月
の
東
海
豪

雨
の
事
例
を
交
え
て
説
明
さ
れ
た
。
今
回
の
意
見
交
換
な

ど
で
山
間
部
の
方
々
は
、
口
々
に
棚
田
の
風
景
が
綺
麗
で

あ
る
こ
と
に
誇
り
を
も
っ
て
お
ら
れ
る
。
し
か
し
、
5
年

後
、
10
年
後
に
も
こ
の
ま
ま
で
あ
る
保
証
は
な
い
。
見
た

く
は
な
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、
5
年
、
10
年
先
の
棚
田
地

図
を
作
っ
て
、
そ
こ
か
ら
ど
う
や
っ
て
守
っ
て
い
く
の
か

を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

「
聞
く
」
…
山
間
部
の
方
々
の
声
が
汲
み
取
ら
れ
て
い
な

い
と
の
こ
と
か
ら
、
声
を
汲
み
上
げ
る
あ
る
ま
ち
で
は
、

住
民
か
ら
ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
も
ら
い
、
そ
れ
を
委
員
会

で
議
論
し
て
、
実
際
に
有
益
と
思
え
る
こ
と
に
は
資
金
を

提
供
す
る
と
い
う
制
度
を
導
入
し
、
地
域
の
意
欲
を
喚
起
、

実
際
の
動
き
を
生
み
出
し
て
い
る
と
い
う
具
体
的
事
例
を

紹
介
。

「
つ
な
ぐ
」
…
今
回
の
意
見
交
換
な
ど
を
通
じ
、
山
間
部

で
の
取
り
組
み
な
ど
の
タ
ネ
は
幾
つ
か
出
て
き
て
い
る

が
、
そ
の
動
き
は
小
さ
い
。
山
間
部
の
方
々
が
、
連
携
す

る
こ
と
、
山
間
部
と
ま
ち
を
つ
な
い
で
い
く
こ
と
に
つ
い

て
考
え
る
と
と
も
に
、
こ
の
こ
と
に
テ
ー
マ
を
も
っ
て
支

援
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

坊ちゃん劇場（外観）農業農村整備事業推進実行委員会主催
第 22 回農業農村整備写真コンテスト　 
最優秀賞作品「夕暮れの棚田」 

（東温市井内）
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指
定
管
理
者
へ
の
民
間
事
業
者
の 

参
画
を
促
進
す
る
た
め
の
方
策

～
指
定
管
理
者
制
度
活
用
の
た
め
の
新
た
な
可
能
性
～ 

平
成
27
年
度 

指
定
管
理
者
実
務
研
究
会
の
成
果
報
告

調
査
研
究
の
趣
旨

多
く
の
地
方
自
治
体
で
は
、
公
共
サ
ー

ビ
ス
の
維
持
確
保
が
大
き
な
課
題
と
な
っ

て
お
り
、
地
域
活
性
化
の
み
な
ら
ず
、
持

続
可
能
な
地
域
と
し
て
の
再
構
築
を
検
討

す
る
上
で
も
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
効
率
的

・
効
果
的
な
提
供
を
図
る
こ
と
が
必
要
不

可
欠
で
す
。

指
定
管
理
者
制
度
は
、
創
設
か
ら
10
年

以
上
経
過
し
、
多
く
の
役
割
を
果
た
す
と

と
も
に
、
民
間
活
力
の
活
用
が
有
益
な
方

策
で
あ
っ
た
こ
と
も
明
ら
か
に
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
総
務
省
や
文
部
科
学
省
の

調
査
結
果
か
ら
も
、
文
教
施
設
な
ど
民
間

事
業
者
の
参
画
が
低
水
準
に
と
ど
ま
る
分

野
の
存
在
や
過
疎
地
に
お
け
る
指
定
管
理

者
の
受
け
手
不
足
な
ど
、
制
度
導
入
に
お

い
て
課
題
が
あ
る
こ
と
も
事
実
で
す
。

本
研
究
会
で
は
、
こ
れ
ら
の
課
題
認
識

と
、
地
方
自
治
体
及
び
民
間
事
業
者
い
ず

れ
に
も
魅
力
的
な
制
度
と
す
る
た
め
の
課

題
整
理
を
行
う
と
と
も
に
、
新
た
な
公
共

サ
ー
ビ
ス
分
野
に
お
い
て
民
間
の
ノ
ウ
ハ

ウ
等
の
活
用
の
余
地
が
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
指
定
管
理
者
制
度

の
新
た
な
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
を
行
い

ま
し
た
。

民
間
参
入
の
課
題
、
方
策
及
び
成
果

指
定
管
理
者
の
業
務
を
元
請
と
し
て
受

託
し
て
い
る
民
間
事
業
者
を
対
象
と
し
た

独
自
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
検
証
を
行

い
、「
地
方
部
へ
の
民
間
事
業
者
の
参
入

が
少
な
い
」、「
文
教
施
設
へ
の
民
間
事
業

　
地
方
自
治
体
が
指
定
管
理
者
制
度
を
運
用
す
る
際
の
課
題
・
問
題
解

決
の
た
め
、
ふ
る
さ
と
財
団
で
は
平
成
17
年
度
か
ら
指
定
管
理
者
制
度

の
調
査
・
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
27
年
度
に
お
い
て
は
、「
指
定
管
理
者
へ
の
民
間
事
業
者
の
参
画

を
促
進
す
る
た
め
の
方
策
～
指
定
管
理
者
制
度
活
用
の
た
め
の
新
た
な

可
能
性
～
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
１
年
間
調
査
研
究
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
研
究
会
の
成
果
と
し
て
取
り
ま
と
め
た
報
告
書
の
概
要
を
紹

介
し
ま
す
。

報告書の全文は公民連携ポータルサイトにおいて
公開しているので、是非ご覧ください。
http://www.furusato-ppp.jp/
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者
の
参
入
が
少
な
い
」、「
民
間
事
業
者
の

ノ
ウ
ハ
ウ
や
ア
イ
デ
ィ
ア
の
活
用
に
よ
る

新
た
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
可
能
性
が
あ
る
」

の
３
つ
の
課
題
を
抽
出
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
課
題
解
決
の
た
め
に
参
考
と
な
る
事

例
に
つ
い
て
、
地
方
自
治
体
及
び
指
定
管

理
者
の
協
力
を
得
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を

実
施
し
、
こ
の
３
つ
の
課
題
に
対
す
る
民

間
参
入
の
方
策
及
び
成
果
の
検
討
を
実
施

し
ま
し
た
。

1
地
方
部
に
お
け
る
方
策
等

地
方
部
で
は
、
施
設
が
小
規
模
で
ス

ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
が
生
ま
れ
ず
収
益
性
が

低
い
傾
向
に
あ
る
な
ど
の
課
題
が
あ
り
ま

す
。こ
れ
ら
の
課
題
解
決
の
方
策
と
し
て
、

①
採
算
性
の
確
保
（
例
：
複
数
施
設
の
一

括
発
注
、
長
期
の
指
定
期
間
の
確
保
）、

②
指
定
管
理
者
の
実
績
の
あ
る
地
元
企
業

へ
の
働
き
か
け
（
例
：
未
経
験
の
分
野
へ

の
参
入
の
働
き
か
け
）、
③
参
入
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
付
与
（
例
：
更
新
制
度
）
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

民
間
参
入
の
成
果
と
し
て
、
地
域
ニ
ー

ズ
を
踏
ま
え
た
き
め
細
か
い
対
応
に
よ
り
、

利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
っ
た
事
例

や
集
客
力
を
高
め
る
民
間
事
業
者
の
ノ
ウ

ハ
ウ
活
用
に
よ
り
魅
力
的
な
公
共
施
設
の

実
現
を
図
っ
た
事
例
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、

自
主
事
業
提
案
を
柔
軟
に
受
け
入
れ
、
指

定
管
理
料
を
軽
減
し
た
事
例
や
、
収
益
施

設
に
お
い
て
外
郭
団
体
か
ら
民
間
事
業
者

に
移
行
し
た
事
例
な
ど
も
あ
り
、
こ
う
し

た
制
度
運
営
の
工
夫
に
よ
り
地
方
自
治
体

と
民
間
事
業
者
双
方
に
メ
リ
ッ
ト
が
生
じ

て
い
ま
す
。

2
文
教
施
設
に
お
け
る
方
策
等

文
教
施
設
で
は
、
特
に
博
物
館
・
美
術

館
や
図
書
館
に
お
い
て
、
事
業
内
容
が
多

岐
に
わ
た
る
こ
と
や
高
い
専
門
性
を
背
景

に
、
意
欲
は
あ
っ
て
も
参
入
し
に
く
い

ケ
ー
ス
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の

課
題
解
決
の
方
策
と
し
て
、
①
運
営
開
始

後
の
柔
軟
な
事
業
内
容
変
更
の
許
可
、
②

指
定
管
理
者
の
実
績
の
あ
る
地
元
企
業
へ

の
働
き
か
け
（
例
：
文
教
施
設
で
の
経
験

が
な
く
と
も
経
験
を
積
ん
で
も
ら
い
な
が

ら
育
成
）、
③
専
門
性
の
高
い
部
分
と
の

切
り
分
け
（
例
：
博
物
館
等
で
民
間
事
業

者
に
お
い
て
人
材
の
確
保
が
困
難
な
場
合

に
学
芸
部
門
な
ど
の
専
門
分
野
は
直
営
の

ま
ま
と
す
る
、
図
書
館
で
分
館
の
み
を
指

定
管
理
と
す
る
）、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。民

間
参
入
の
成
果
と
し
て
、
利
用
時
間

の
延
長
を
は
じ
め
、
接
客
サ
ー
ビ
ス
や
自

主
事
業
な
ど
民
間
ノ
ウ
ハ
ウ
の
活
用
に
よ

る
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
っ
た
事

例
や
、
新
し
い
コ
ン
セ
プ
ト
を
設
定
し
た

施
設
に
お
い
て
、
民
間
事
業
者
か
ら
の
具

体
的
な
企
画
提
案
を
活
用
し
た
事
例
が
あ

り
ま
す
。

3�

民
間
事
業
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
ア
イ
デ
ィ
ア

の
活
用
に
よ
る
新
た
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
の

可
能
性

民
間
事
業
者
の
今
後
に
お
け
る
参
入
意

向
は
、
観
光
施
設
、
博
物
館
・
美
術
館
、

高
齢
者
・
児
童
福
祉
施
設
に
お
い
て
高
い

傾
向
に
あ
る
た
め
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の

付
与
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
発
揮
し
や
す
い
環
境

を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
民
間
参
入
の
可

能
性
が
広
が
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

新
た
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
可
能
性
を
促

す
方
策
と
し
て
は
、
①
民
間
事
業
者
が
提

案
を
し
や
す
い
募
集
条
件
（
例
：
事
前
の

事
業
提
案
の
募
集
）、
②
民
間
の
類
似
施

設
の
運
営
実
績
の
あ
る
企
業
へ
の
働
き
か

け
、
③
コ
ン
セ
プ
ト
の
明
示
（
例
：
民
間

事
業
者
と
の
公
募
前
対
話
に
よ
り
コ
ン
セ

プ
ト
の
共
有
を
図
る
）、
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。

ま
た
、
民
間
参
入
の
成
果
と
し
て
、
新

た
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
千
代
田

図
書
館
や
日
比
谷
図
書
文
化
館
、
民
間
投

資
を
期
待
し
た
事
業
ス
キ
ー
ム
を
導
入
し

た
大
阪
城
公
園
の
よ
う
な
事
例
が
あ
り
ま

す
。

民
間
参
入
を
促
す
た
め
の 

共
通
す
る
方
策

以
上
の
３
つ
の
課
題
に
対
す
る
共
通
の

方
策
と
し
て
、
第
一
に
当
該
施
設
の
コ
ン

セ
プ
ト
を
明
示
す
る
こ
と
が
有
効
で
あ
る

と
言
え
ま
す
。
指
定
管
理
者
の
募
集
に
あ

た
っ
て
、
当
該
施
設
の
大
枠
の
コ
ン
セ
プ

ト
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
効

果
的
な
提
案
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
高
ま

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
公
募
情
報
の
積
極
的
な
発
信
や

事
前
の
意
見
交
換
等
に
よ
る
密
接
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
確
保
も
有
効
で
す
。

静
岡
県
の
「
施
設
紹
介
フ
ェ
ア
」
の
よ
う

な
、
民
間
事
業
者
に
対
す
る
透
明
性
の
高

い
競
争
環
境
を
整
え
た
参
入
促
進
策
も
参

考
に
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
募
集
を
行
う
段
階
で
、
性
能

発
注
に
近
い
仕
様
と
す
る
こ
と
や
、
自
主

事
業
を
促
す
仕
組
み
を
整
え
る
こ
と
、
事

業
遂
行
期
間
中
に
お
い
て
も
自
主
事
業
提

案
を
柔
軟
に
受
け
入
れ
る
と
い
っ
た
、
多

様
な
提
案
の
余
地
を
確
保
す
る
よ
う
な
方

策
も
、
こ
れ
ら
の
課
題
に
対
し
て
有
効
で

あ
る
と
言
え
ま
す
。
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1
先
行
事
例
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
か
ら

①�

独
立
採
算
が
難
し
い
事
業
で
も
「
混
合
型
」
の�

採
用
で
運
営
権
方
式
の
活
用
が
可
能

混
合
型
と
は
、
利
用
者
か
ら
の
料
金
等
と
公
共
か

ら
の
支
出
（
サ
ー
ビ
ス
購
入
料
等
）
に
よ
り
事
業
費

を
賄
う
方
式
で
す
。
例
え
ば
但
馬
空
港
で
は
、
利
用

料
金
収
入
だ
け
で
は
費
用
を
賄
い
き
れ
な
い
部
分
に

つ
い
て
公
共
が
支
援
す
る
事
業
ス
キ
ー
ム
と
し
、
ま

運営委員会の様子

　ふるさと財団では、自治体における PPP／ PFI 事業の円滑な推進に資することを目的として、PPP／ PFI 事
業に関心のある自治体間の意見交換及び情報共有の場等として、自治体PFI 推進センター（平成28年度から自治
体PPP／ PFI 推進センターに改称）を設置しています。
　同センターの運営委員会において、平成27年度に公共施設等運営権方式（以下「運営権方式」）に対する理解
を深め、自治体における活用促進に寄与するため、運営権方式の導入プロセスや制度の特徴について調査・研究
を実施しました。
　今回はその成果として取りまとめた報告書の概要を紹介します。

運
営
権
方
式
と
は

　

運
営
権
方
式
は
、
平
成
23
年
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
法
改

正
に
よ
り
導
入
さ
れ
た
制
度
で
あ
り
、
利
用
料

金
の
徴
収
を
行
う
公
共
施
設
等
に
お
い
て
、
施

設
の
所
有
権
を
公
共
が
保
有
し
た
ま
ま
施
設
の

運
営
権
を
民
間
事
業
者
に
設
定
す
る
方
式
で
す
。

施
設
の
利
用
料
金
は
民
間
事
業
者
が
設
定
で

き
・
収
受
で
き
る
な
ど
の
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

運
営
権
方
式
の
活
用
に
向
け
て

　
先
行
事
例
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
及
び
従

来
か
ら
活
用
さ
れ
て
い
る
公
民
連
携
の

手
法
（
指
定
管
理
者
制
度
、
従
来
型
Ｐ

Ｆ
Ｉ
）
と
の
比
較
結
果
か
ら
、
運
営
権

方
式
の
活
用
拡
大
に
向
け
て
の
考
察
を

以
下
に
示
し
ま
す
。

平成27年度�自治体PFI 推進センター運営委員会の成果報告

公共施設等運営権方式による事業に係る調査・研究
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た
、
国
立
女
性
教
育
会
館
で
は
、
独
立
採
算
が
可
能

な
部
分
は
運
営
権
方
式
、
公
共
が
費
用
負
担
す
る
部

分
は
業
務
委
託
と
い
っ
た
形
で
業
務
を
切
り
分
け
て

い
ま
す
。

②�
指
定
管
理
者
制
度
に
お
け
る
課
題
解
決
の
可
能
性

指
定
管
理
者
制
度
に
お
い
て
も
運
営
権
方
式
に
類

似
し
た
公
共
施
設
の
運
営
が
可
能
で
す
が
、
一
般
的

に
指
定
期
間
を
３
～
５
年
に
設
定
す
る
の
が
標
準
的

で
、
人
材
育
成
や
雇
用
確
保
、
ノ
ウ
ハ
ウ
蓄
積
と
い

っ
た
面
で
課
題
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
指
定
管
理
の
継
続
更
新
が
担
保
さ
れ
て
い

な
い
た
め
、
更
新
投
資
が
難
し
い
こ
と
や
利
用
料
金

の
設
定
に
関
す
る
裁
量
権
が
小
さ
い
こ
と
も
課
題
と

し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、
運
営
権
方
式
で
は
、
こ
れ

ら
の
点
で
よ
り
柔
軟
な
施
設
運
営
が
可
能
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

③�

利
用
料
金
収
入
の
あ
る
ハ
コ
モ
ノ
施
設
で
の�

適
用
が
可
能

運
営
権
方
式
の
対
象
施
設
は
イ
ン
フ
ラ
に
限
定
さ

れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
国
立
女
性
教
育
会
館
の

よ
う
な
、
い
わ
ゆ
る
ハ
コ
モ
ノ
施
設
で
も
、
利
用
料

金
収
入
の
あ
る
収
益
施
設
で
あ
れ
ば
、
導
入
す
る
こ

と
は
可
能
で
す
。

④
導
入
促
進
の
た
め
の
支
援
策
の
必
要
性

但
馬
空
港
で
は
、
国
土
交
通
省
や
内
閣
府
に
相
談

し
な
が
ら
導
入
手
続
き
を
進
め
、
国
立
女
性
教
育
会

館
で
は
、
外
部
の
専
門
家
の
支
援
に
よ
り
導
入
で
き

た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

導
入
促
進
の
た
め
に
は
引
き
続
き
国
な
ど
に
よ
る

情
報
や
ノ
ウ
ハ
ウ
に
関
す
る
支
援
が
必
要
で
す
。

2
従
来
の
公
民
連
携
手
法
と
の
比
較
結
果
か
ら

①�

指
定
管
理
者
制
度
と
運
営
権
方
式
と
の
相
違
点

両
者
の
間
に
は
以
下
の
よ
う
な
相
違
点
が
想
定
さ

れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ア�

運
営
業
務
に
お
け
る
民
間
事
業
者
の
裁
量
の
範
囲

に
関
し
て
は
、
行
政
処
分
で
あ
る
指
定
管
理
者
制

度
で
は
限
定
的
、運
営
権
方
式
で
は
広
範
な
た
め
、

よ
り
民
営
化
に
近
い
効
果
が
も
た
ら
さ
れ
る
。

イ�

大
規
模
修
繕
や
更
新
投
資
の
実
施
に
関
し
て
は
、

基
本
的
に
指
定
管
理
者
制
度
で
は
公
共
が
、
運
営

権
方
式
で
は
民
間
事
業
者
が
担
い
手
と
な
る
。

ウ�

運
営
期
間
に
関
し
て
は
、
指
定
管
理
者
制
度
で
は

主
に
短
期
、
運
営
権
方
式
で
は
主
に
長
期
が
想
定

さ
れ
る
。

②�

運
営
権
方
式
に
適
す
る
施
設
や
事
業

①
を
踏
ま
え
、
運
営
権
方
式
の
特
徴
を
考
慮
す
る

と
、
以
下
の
よ
う
な
施
設
や
事
業
が
運
営
権
方
式
に

適
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ア�
利
用
料
金
収
入
が
あ
り
、
発
注
者
が
対
象
施
設
の

所
有
権
を
保
有
し
て
い
る
施
設
〈
必
須
条
件
〉。

イ�

人
材
育
成
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積
が
求
め
ら
れ
る
事

業
や
、
民
間
資
金
を
活
用
し
た
更
新
を
し
た
い
施

設
な
ど
、
長
期
的
な
視
野
に
立
っ
た
運
営
が
必
要

な
施
設
や
事
業
。

ウ�

運
営
の
効
率
化
や
収
益
性
の
向
上
を
図
る
た
め
に
、

民
間
の
創
意
工
夫
を
よ
り
求
め
た
い
事
業
。

エ�

大
規
模
な
更
新
投
資
を
要
す
る
な
ど
、
民
間
事
業

者
に
よ
る
資
金
調
達
が
必
要
な
施
設
や
事
業
。

オ�

運
営
に
高
度
な
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
が
要
求
さ
れ
る

た
め
、
公
務
員
の
派
遣
が
必
要
と
な
る
事
業
。

《
ま
と
め
》
さ
ら
な
る
活
用
拡
大
に
向
け
て

①�

混
合
型
事
業
の
採
用
・
ハ
コ
モ
ノ
へ
の
導
入
に

よ
る
活
用
の
拡
大

独
立
採
算
の
確
保
が
困
難
で
も
、
効
率
的
運

営
や
運
営
経
費
削
減
が
確
保
で
き
る
の
で
あ
れ

ば
、
混
合
型
の
活
用
は
有
効
だ
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
数
多
く
存
在
す
る
い
わ
ゆ
る
ハ
コ

モ
ノ
施
設
へ
の
導
入
も
可
能
で
す
。
混
合
型
を

採
用
し
つ
つ
、
収
益
施
設
で
あ
る
ハ
コ
モ
ノ
へ

の
導
入
で
、
運
営
権
方
式
の
活
用
の
幅
は
広
が

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

②�

指
定
管
理
者
制
度
の
発
展
型
と
し
て
の
活
用
の

可
能
性

運
営
権
方
式
は
指
定
期
間
が
短
い
場
合
に
課

題
と
な
り
う
る
事
項
（
人
材
育
成
、
更
新
投
資

な
ど
）
に
対
応
可
能
で
あ
り
、
ま
た
、
一
層
の

民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
で
き
る
指
定
管
理
者

制
度
の
延
長
上
の
事
業
手
法
と
捉
え
る
こ
と
で
、

活
用
の
可
能
性
が
広
が
る
と
考
え
ま
す
。

③
活
用
拡
大
の
た
め
の
取
組

民
間
活
力
を
活
用
す
る
事
業
手
法
と
し
て
、

運
営
権
方
式
も
検
討
対
象
の
ひ
と
つ
に
位
置
づ

け
ら
れ
、
さ
ら
に
は
、
各
制
度
に
お
け
る
適
性

を
理
解
し
、
適
切
な
手
法
を
選
択
で
き
る
よ
う

に
す
る
た
め
、
国
な
ど
に
よ
り
引
き
続
き
自
治

体
に
対
す
る
普
及
・
啓
発
・
支
援
を
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
す
。

報告書の全文は公民連携ポータルサイトにおいて公開しているので、是非ご覧ください。

http://www.furusato-ppp.jp/ 
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新・地域再生マネージャー事業
地域の自立的活動・雇用創出の仕組みづくりに向けた取り組みを支援

 

　地域再生に取り組む市町村に対して、地域の課題を解決する外部の専門的人材を活用する費用等を助成
するものです（助成対象経費の２／３以内。上限700万円）。平成28年度は、以下の事業を採択しました。

No. 都道府県 市町村 事業名 事業概要

1 北海道 福島町 福島町まちづくり法人
設立事業

①観光協会の独立化
②千軒そばの戦略的事業展開の構築
③物販及び道の駅運営
④公共施設の受託運営

2 北海道 白老町 多文化共生の魅力ある
まちづくり推進事業

①株式会社まちづくり白老の方向性確定
②外部経営人材招聘
③株式会社まちづくり白老の設立準備事務局設置
④株式会社まちづくり白老の設立
⑤個店フランチャイズ型事業者誘致モデル
⑥アイヌ文化の知的財産化ブランディング

3 青森県 五所川原市
就農就労型 6 次産業化
事業から農産業への醸
成事業

①アグリアカデミー
②市民対象の機能性作物体験プログラム
③機能性作物の契約栽培と生産者募集
④地域外への機能性作物の PR

4 岩手県 大船渡市

さんまにフォーカスし
た「さかなグルメ」の
まち大船渡を目指した
地域振興事業

①接点構築
②さんまグルメ開発と発表の場創り
③さんままちおこし冊子の制作
④さんまに関する新たな特産品開発や地域メニュー創出

5 岩手県 八幡平市

ICT を活用したウェブ
プロモーションによる
観光地魅力訴求モデル
構築事業

①活用すべき観光資源の抽出と整理編集
② YOUTUBE 動画制作業務
③ WEB プロモーション構築に向けた効果検証業務
④地域の合意形成の推進

6 新潟県 三条市
まちなかのコミュニティ
機能の再生及びプラット
フォームの構築

①広場運営組織の構築に係る基盤整備
②広場実施事業の企画指導
③情報発信ノウハウの移転
④広場周辺事業のビジネス化サポート
⑤広場の食堂及び三条スパイス研究所の総合監修

7 新潟県 粟島浦村 粟島の未来創生事業

①ワークシェアの仕組み試行実施
②観光協会の自立的経営の推進
③観光商品の拡大
④事業継承、後継者育成・受入れの仕組みづくり
⑤子どものキャリア教育プログラム

8 石川県 羽咋市 循環型産業システム構
築事業

①組織づくりと販促戦略
②商品開発と商品改良
③経営体制構築
④販促・パッケージデザイン　⑤食のコーディネート

9 長野県 須坂市
健康長寿発信都市「須
坂 JAPAN」 創 生 プ ロ
ジェクト

①須坂の奇蹟を他地域に発信
②健康おすそ分けツアーの開催
③郷土食は健康長寿食講座
④須坂の匠との人材交流

外部人材活用助成事業

平成28年度 事業について 1
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No. 都道府県 市町村 事業名 事業概要

10 和歌山県 橋本市
地域連携 DMO の立上
げによる地方創生推進
事業

①広域の自治体への参画要請の継続
②広域市町の観光関連事業者への DMO への参画と出捐金の要請
③経営人材の確保
④組織体制の整備⑤他地域、他 DMO とのテーマによる連携

11 和歌山県 紀の川市
フルーツ・ツーリズムの
展開によるファン獲得プ
ロジェクト

①持続的体制の構築
②商品開発
③体験プログラムの開発と体験イベントの実施
④フルーツのまちの雰囲気づくり
⑤気運の醸成
⑥フルーツのまちのプロモーション強化

12 岡山県 真庭市
里山資本主義にもとづ
く地域振興組織の基盤
強化事業

①薪ボイラーの運用改善
②薪の生産体制の確立
③薪の需要開拓ならびに販路拡大
④里山資源の商品化と販促 PR 活動
⑤薪ユーザーを対象としたイベント開催

13 香川県 観音寺市
地域資源の活用による
観光交流のまちづくり
プロジェクト事業

①地域の素材で特産品開発
②都市農産交流プログラム開発
③綿のまちプロジェクトの推進

14 福岡県 芦屋町
芦屋町 NO.1 プロジェ
クト～地域の独自性を
活かしたまちづくり～

①実行体制整備
②事業計画の検討・策定
③イベント実施
④特産品開発に係る調査・研究
⑤継続性の付加　⑥観光への連動

15 佐賀県 嬉野市 肥前吉田焼及び吉田地
区再生事業

①デザインマッチングコンペティション開催
②吉田地区の空き家活用・まち歩き
③ WEB での情報発信・販売チャンネルの強化

16 宮崎県 都農町 都農町フードビジネス活
性化プロジェクト事業

①水産加工品開発
②特産品開発
③ブランド力向上
④地域産業の活性化

問合せ先 地域再生部地域再生課　 03-3263-5736    saisei-ka@furusato-zaidan.or.jp

平成28年度 事業について 2

まちなか再生支援事業（補助金）
まちなか空間の再生を支援

　まちなかの様々な課題を解決するために、まちなか空間における生活及び交流拠点としての機能の維
持・拡大を図りたいと考える市町村が、実際にまちなか再生の取り組みを推進するにあたり、具体的・実
務的ノウハウを有する専門家等に業務の委託等をする費用の一部を助成するものです。平28年度は、以下
の案件を採択しました。
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平成28年度 事業について 3

公共施設マネジメント調査研究（研究モデル事業）
公共施設マネジメントの推進を支援

　民間のノウハウを活用した新たな公共施設マネジメントについて、モデル市町村によるケーススタディ
を行い、研究成果を全国に発信することを目的とし、研究モデルとして採択した市町村に対し、民間事業
者や大学への委託費用の一部を助成するものです。平成28年度は、以下の案件を採択しました。

No. 都道府県 市町村 連携組織・事業内容

1 秋田県 美郷町
首都大学東京都市環境学部

○道路除雪計画見直しに向けた客観的路線評価手法の検討
○保有施設の長寿命化と総量適正化へ向けた手法の検討

2 静岡県 牧之原市
三菱 UFJ リサーチ＆コンサルティング株式会社

○市域を超えた広域的な公共施設のあり方の検討
○先導的な施設における対話を通じた活用策の検討

No. 都道府県 市町村 プロデューサー・事業内容

1 岩手県 紫波町

株式会社アフタヌーンソサエティ 代表取締役　清水 義次 氏

昨年度策定した「日詰リノベーションまちづくり基本構想（案）」の実践フェーズとして、遊
休不動産への一部改修・活用によるリノベーションまちづくりの展開、構想に描かれたプロ
ジェクトの事業化を通じて定住と起業家育成、紫波での暮らし方や物件の活用について情報
発信等を行う。

2 大阪府 泉佐野市

近畿大学 経営学部 教授　高橋 一夫 氏

関西空港を経由する訪日旅行客と街全体をショッピングモールに見立てる Civic Mall 事業を
連動させることでまちなか再生を図ることを目的とする「泉佐野版 DMO」の事業計画を策定
し、その実施主体の形成を図る。また、その際に主要な担い手として期待される泉佐野駅周
辺商業地区の商店街関係者の意識付けを行う。

3 和歌山県 和歌山市

株式会社リノベリング 代表取締役　嶋田 洋平 氏

まちなかエリアの再生を図るために、まちづくり会社・不動産所有者・地元金融機関・大学・
市民等の実際に事業を実施するまちづくりプレイヤーを中心に、市の課題を公民連携により
解決していくための民間主導による実現可能性の高い「リノベーションまちづくり構想」を
策定するとともに、策定過程を通じて機運醸成を図り新たなまちなか再生の担い手の発掘を
目指す。

4 佐賀県 佐賀市

株式会社ワークヴィジョンズ 代表取締役　西村 浩 氏

呉服元町エリアにおいてこれまで実践してきたまちなか再生の取り組みを進展させ、空き家・
空き店舗等に対する金融を含めた公民連携による「不動産ストック活用促進スキーム」を構
築するとともに、具体案件での事業化を図る。また、エリアのブランディングの一環として、
地域資源であるクリークの価値向上の取り組みを行う。

問合せ先 開発振興部開発振興課　 03-3263-5758    kaihatsu-ka@furusato-zaidan.or.jp
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ふるさとものづくり支援事業
地域産業の育成・発展を支援

　企業等の新技術・地域資源を活用した新商品開発等に対し市区町村が支援を行う場合に、ふるさと財団
が当該市区町村に対し補助金を交付することで、地方創生に資するような地域における投資や雇用の創出
を促進しようとするものです。平成28年度は、以下の案件を採択しました。

No. 都道府県 市町村 事業者 事業名 タイプ

1 青森県 八戸市 アイカーボン㈱ リサイクル炭素繊維を使用した導電性糸及び導電性漁網等
の開発 A

2 鹿児島県 日置市 ㈱丸山喜之助商店 竹チップを使ったリサイクル堆肥の開発 A

3 岩手県 野田村 ㈱のだむら 野田村産山ぶどうワイン新商品化事業 B

4 宮城県 美里町 キョーユー㈱ 雄勝石の高精細加工技術による高品位酒器の開発事業 B

5 島根県 奥出雲町 ㈱加地 仁多米を活用した炒り玄米粉の高い香りと食感を生かした
特産品づくり事業 B

6 愛媛県 宇和島市 秀長水産㈱ 宇和島市養殖魚未利用部位商品化支援事業 B

7 福岡県 久留米市 ㈱ブティック九州 日本酒の劣化防止装置の開発 B

8 京都府 与謝野町 与謝野町商工会 新しい産業起こし推進事業「売れる商品づくりプロジェク
ト」 C

9 山形県 米沢市 米沢織物工業組合 米沢織簡単きもの開発事業 D

10 埼玉県 秩父市 秩父樹液生産協同組合 多面的な雇用の創出と人材育成のためのキハダ（黄檗）を
活用した化粧品の開発 D

11 奈良県 川西町 川西町商工会 地域特産品「結崎ネブカ」1.5 次産業化促進プロジェクト D

問合せ先 融資部企画調整課　 03-3263-5586    kikaku-ka@furusato-zaidan.or.jp

平成28年度 事業について 4

No. 都道府県 市町村 連携組織・事業内容

3 京都府 精華町
有限責任監査法人トーマツ

○日々仕訳の導入による統一基準財務諸表作成と有効性の検討
○地方公会計情報に基づく公共施設マネジメントへの活用方策の検討

4 福岡県 飯塚市
株式会社よかネット

○立地適正化計画と連動した公共施設再配置計画の策定
○包括的維持管理保守点検の導入可能性の検討

問合せ先 開発振興部開発振興課　 03-3263-5758    kaihatsu-ka@furusato-zaidan.or.jp
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	 事業の目的１ 　

　地域再生に取り組む市区町村に対して、各分野の専門的知識や実務的ノウハウを有する外部人材（地域再生マ
ネージャー等）を活用する費用の一部を支援することで、当該地域の段階・実情に応じた地域再生の取組を促進し、
地方創生に資するよう活力と魅力ある地域づくりに寄与しようとするものです。
　「新・地域再生マネージャー事業」には「外部人材活用助成」と、「外部人材派遣」の２つの事業があります。
このうち「外部人材派遣」は、地域再生の取組みを推進する市区町村に対して、地域再生マネージャー等の外部
の専門的な人材 (以下、外部人材 )を派遣し、現地調査・必要な助言・提言を行うものです。

新・地域再生マネージャー事業
地域の自立的活動・ビジネス創出の仕組みづくりに向けた取組を支援

外部人材派遣
募 集 中

問合せ先  地域再生部地域再生課　 【TEL】03-3263-5736  【FAX】03-3263-5732
 【E-mail】saisei-ka@furusato-zaidan.or.jp
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	 外部人材派遣の事業の概要2 　

　外部人材を２泊３日で派遣し、地域でいろいろな活動に取り組
んでおられる団体への現地調査、聞き取り等を行います。最終日
には、首長にご出席いただいた上で、地域課題の抽出及び課題解
決に向けた方向性の提言を行います。
※派遣に関わる費用については、原則財団が負担します。

　

　

外部人材派遣 のテーマ例

　◦地域資源を活用した地域の活性化
　◦持続可能な地域おこし
　◦６次産業化による地域の活性化
　◦観光振興、特産品開発
　◦地域ブランド化　　　等

　外部人材派遣は地域の活性化等を模索している市区町村が、地
域の持つ本質的な課題・その対応策・進むべき方向性等について、
提言を希望される場合に大きな効果を生んでいます。
　また、派遣実施後、それぞれの市区町村において明確になった
課題等の解決に向け、検討会の開催、地域おこし協力隊の導入、
外部人材活用助成等への申請などの取り組みが行われています。

	 公募概要3 　

助 成 対 象 者 市町村 (特別区を含む )

派 遣 内 容
①原則として１件当たり１回（２人）まで、２泊３日の派遣。
②最終日に調査結果を首長等に報告。

経 　 　 費
外部人材の派遣に係る費用（旅費・謝金）について、原則として財団が負担し、外部人材
へ直接支払います。（算定方法については、財団の規定によります。）

派遣実施期間 平成 28年７月１日　～　平成 29年１月３１日

対 象 件 数 平成 28年度は６件程度（既に確定している市町村あり）

公 募 期 間 随時受付中

留 意 事 項 派遣する外部人材は、財団が選任します。

東温市で活用された事例について本誌 P22～ 23で紹介しています。
また、過去の決定案件、事例については下記のホームページをご覧ください。
http://www.furusato-zaidan.or.jp/chiiki/post_2.html
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国史跡の「十三湊遺跡」（とさみなといせき）

太宰治の生家「斜陽館」（現在は太宰治記念館）全長約 23m、大迫力の「五所川原立佞武多」

©五所川原市教育委員会
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本誌では、これからも地域づくりの参考となるさまざまな情報を紹介していきたいと考えております。皆様のご意見・ご要望をお寄せください。

随感随筆
地域ブランドと生き残りをかけて
地域貢献企業の会 会長・長崎県水産部アドバイザー
株式会社みそ半代表取締役　松永 忠徳 氏

「ふるさと企業大賞」に輝いた 社長に聞く
躍進する「地域総合商社」支えるチャレンジの DNA
南国殖産株式会社 代表取締役社長　永山 在紀 氏

新技術・地域資源開発補助事業
「柾目圧縮」技術を発展、吉野杉で高級家具
飛驒産業株式会社

平成 27 年度 地域産業の育成・支援に関する
調査研究事業報告書

地域貢献企業の会 会員企業紹介
島根イーグル株式会社

新・地域再生マネージャー事業
愛媛県東温市

平成 27 年度 指定管理者実務研究会の成果報告

平成 27 年度 自治体 PFI 推進センター運営委員会の
成果報告

平成 28 年度 事業について
１ 新・地域再生マネージャー事業
２ まちなか再生支援事業（補助金）
３ 公共施設マネジメント調査研究（研究モデル事業）
４ ふるさとものづくり支援事業

新・地域再生マネージャー事業
外部人材派遣募集について

職員レポート
貴重な経験を糧に
地域再生部 地域再生課　工藤知徳

財団日誌
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「青森ねぶた祭」は毎年 8 月 2 日～ 7 日に開催。高さ
５メートルにもなる大型ねぶたの周りをハネト（跳人）
が「ラッセラー、ラッセラー」の掛け声とともに乱舞し、
盛り上げる。昭和 55 年、国の「重要無形民俗文化財」
に指定された。

財 団 日 誌 H28  4 月▶▶▶ 6 月

日　　付 内　　容 場所等

4 月21日 公民連携（公共施設マネジメント）アドバイザー派遣 奈良県橿原市

5 月11日 公民連携（PPP／ PFI）アドバイザー派遣 千葉県成田市

5 月19日 公民連携（PPP／ PFI）アドバイザー派遣 愛知県長久手市

5 月20日 公民連携（指定管理者）アドバイザー派遣 大阪府守口市

6 月 2 日 公民連携（公共施設マネジメント）アドバイザー派遣 長野県筑北村

6 月 2 日 公民連携（公共施設マネジメント）アドバイザー派遣 滋賀県草津市

6 月 3 日 ふるさとものづくり支援事業選考委員会 東京都（財団内）

6 月13日 第１回公共施設マネジメント調査研究会 東京都

6 月23日 第１回公民連携実務研究会 東京都

6 月23日〜24日 新・地域再生マネージャー事業　外部人材活用助成 北海道福島町

6 月24日 公民連携（指定管理者）アドバイザー派遣 埼玉県深谷市

6 月27日 第１回自治体 PPP／ PFI 推進センター運営委員会 東京都

お知らせ

新・地域再生マネージャー事業
―地域の自立的活動・ビジネス創出の仕組みづくりに向けた取組を支援―

問合せ先 	 地域再生部地域再生課
	 TEL：03-3263-5736	 FAX：03-3263-5732
	 E-mail：saisei-ka@furusato-zaidan.or.jp

※詳細については本誌 P32～ 33をご覧ください。

外部人材派遣

募集中！




